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心 の 糧
十二使徒評議員会補助

ウ ィ リア ム・Ｈ・ベ ネ ッ ト
’

懸 客
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今 日，世界は多 くの問題 に取 り巻かれている。人が これ らの問題 を独力で解決 し

よ うとす：る時， しば しば新 しい問腫が生 じ，その先 には，混乱 矛 盾，論争が横 た

わる ことに気づ くのであ る。つい には，人 は戦争 に頼 って， それを解決 しようとす．

る。．しか しなが ら，戦争 は困難を解決す るものではない。重大な戦 いは戦場 におい

て行 なわれ るのではない。人 々が立 ち向か う困難 に直面 し，それか ら脱 出 しよ うと

して，自由意志を行使 し，選択を し，問題 に打 ち勝 とうとつ とめる時，あ らゆる男女

の心の中で行なわれ るのであ る。悪 の軍勢 と正義 の軍勢 とが，共に人の決意 を左右

しよ うとす るために，すべての人 の心 の中 に葛藤 が生ず るので ある。 も し正義の軍

勢が完 全な勝利 を得れば，地上 に愛 と調和、と平和 とが もた らされ るで あろう。 しか

し悪の軍勢 が支配す るな らば，戦争 と破壊へ と導 くものが もた らされ るで あろう。

主イエス ・キ リス トの福音 は， これ ら心 の中の争 いを解決 し，心 の内外を問わず
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鞠 をもたらしたもう．主の儲 は，ま。と吟 日世界で最 も価値鮪 り，かつ必 ｉ

要なメッセージである。

それはか くも多 く起きている人間の利己心と我欲か ら生 じた問題に対する答えな

のである。主の福音は我 らに，破壊よりも建設を与えられるだけではな く，む しろ

己れをむなしくして他人を助けることを教えたもうている。
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扶助協会一般大会における説教

女性 で あ る ことを

誇 りに しな さい

ハ ロル ド ・Ｂ ・ リー 第 一 副 管 長

ルチ ン ・ル ター１は， 女性
マ

の地位 に関 して意味深 い声

明を発 し， こう書 いて いる。 「イ

ヴがアダムか ら造 られた とき， ア

ダムは聖霊 に満 たされ，彼女に数

あ る名 の中で，最 も神聖な，最 も

栄誉 ある名 を与 えた。彼は彼女を

イヴ と呼 んだ。すなわ ちすべての

ものの母。妻 とは呼ばず，ただ母

と一 すべての生 ある被造 物の母

と呼 んだ のであ る。 これ こそ女性

の他 の何 よ りも尊い，名誉 あ る称

号で はな いか 。」

末 日聖徒の姉妹 の真 の模範 とな

るよう， あなたを造 った御方 のよ

うに思索 し，信 じ，生活 し，装 い

自分 自身を治め，神 が望 んでお ら

れ る女性にな りな さい。 あなたの

御主人をだれよ りも敬 いなさい。

絵 や映画や歌 の中で性 の象徴で

しかない女性 の俗悪 な描写 や表現

を 目に し耳 にすれ ば，真 に貞淑な

女性 な ら義憤 が湧 き上 がるに違 い

ない。

あなた方 の中の多 くはカ リフ ォ

ル ニアの女性 ，ジル ・ジ ャク ソン

・ミラーの，世 の中での女性 の立

場 に関す る，着 を得 た弁 明を読ん

だ ことが あると思 う。彼女 は 「男

性へ の公 開状」 と題 して作 品の中

で こう書 いて いる。

『私は女。

私 はあなたの妻で あ り，恋人 で

あ り，母親 であ り，娘 で あり，姉

妹， そ してあなた の友達。

あなたの力 が必要です。

その力 さえあれば， この世 に優

しさ と分別 と平和 と美 しさと，そ

して愛 を造 って差 し上 げ ま し ょ

う。 でもそれ をす るのがだんだん

むず か しくな って来 ま した。

人 は映画や テレ ビや ラジオで女

性 の本来の姿を無視 して，繰 り返

し繰 り返 しただ性 の象徴 として扱

いま した。

それは女性 の 自尊心 を傷 つけ，

威 厳を損 じ，美 と感動 と愛一 子

供 へ の愛 ，夫 への愛，神 と国へ の

愛：とい う本来男性 が女性 に望む も

のを幕 の向 こうに隠 して しまいま

した。

女性 が本来 の姿 を回復 し， その

造 られた 目的 を果 たす ようになる

たあには，あなたの力が必要です 。

男性 の皆 さん， あなたはその方

法 を知 っているのです 。』

思 うに この引用 は今 日の女性 の

本 心か ら出た弁明で ある。今 日の

極端な流行を追うことは，創造者

の神聖な計画である現在の基盤か

ら，人類を切 り離そうとする者の

行動には くをつけるようなもので

ある。ある女性は自然な装いに満

足できず勝手な判断をするように

なり，肌を露出し，下品な装いを

し，異性の注意をひくアイ ドルに

なっている。”天がこのような女性

を救いたもうように。女が男のよ

うな恰好をするようになると性の

倒錯に拍車をかけることになり男

が好んで女のようになり，女が好

んで男のようになる。

神か ら与え られた体を真に守 り

装う女性は，人を魅了し，また夫

の愛を勝ち得る人は本当の女 らし

さ，自然さ，清 さ，美 しさに称賛

を送るのである。姉妹の皆さんあ

なた方に言 うことは，神が望まれ

る誠実な女性になりなさいという

ことに尽 きる。

私は今朝我 々の尊敬する指導者

である兄弟たちと共に歓談 した。

そこで １人の兄弟が最近子供が授

かるように祝福 してほしいという

姉妹の依頼を何件も受けたことに

ついて語 った。その姉妹たちは結

婚当初は子供を持とうとしなかっ

珊
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女 性 であることを誇 りにしなさい

た。 しか し望 んで も得 られ ない今

にな ってほ しいと願 ってい る。

その話 を聞いて，別 の兄 弟がい

み じくもこう語 って くれた。 「そ

の話で昔 の ことを思 い 出 し ま し

た。私たちは非常 に若 い時 に結婚

し，子供 を持 ちま した。そ のうち

５人 までは妻 が２８歳 までに生んだ

子供です。 その後 あることがあ っ

て，子供 がで きな くな りま した。」

また彼 は続 けて， 「私が学 校を終

え るまで，家庭 を持つ ことを 自分

の判断 で引き延ば していた とした

ら，私 たちは １人 も子供 を持てな

か った と思 います 。」

主 に従 って結婚生活 に入 り，地

に満ちるように とい う聖な る戒 め

を受 けた人 について考え る時，そ

の人が 自分 の考 えで戒 め を 回 避

し，後 にな って準備がで きた と思

った時に望 んで も主が次 のように

お考 えにな るとは思 えな い。「なぜ

地上に生 を受 けたのかを悟 り，少

しばか り自責 の念 を持 てば， その

時で もそ の本来 の姿 に立 ち帰 る こ

とがで きる」 と。

妙 なこ とだが，今 日の世界 では

一方で は産児制限を して人 の命 を

縮 め， また一 方では長生 きの方法

２９０

が考え られてい る。 このことにつ

いて考えた ことがあるだろ うか。

兄弟姉妹 ，私 たちは継 どのあた ．

りに位置 してい るごろうか。何か

不都合な ことがある と，人間 は勝

手 に 自然 をい じくりまわす もので

ある。 しか し，女性 は聖 なる 自然

の規律に従 って行動 しなけれ ばな

らない。妻 と して夫 の真 の伴 侶，

協力者た ることは，女性 の大 きな

責任 の １つで ある。

次 のような深 い真理 を語 った言

葉 を聞いた ことが ある。 「だれ も

妻 を持たず に敬度な生活を送 るこ

とも，高潔 な死 を得 ることもで き

ない。」神 は言われた。「人がひ と

りでいるのは良 くない。彼 のため

に， ふさわ しい助 け手 を造 ろう。」

（創世 ２：１８） また使徒パ ウロは

その ことについてさ らに広 い意味

の ことを語 り，こう言明 してい る。

「ただ，主 にあ っては，男 な しに

は女 はない し，女な しには男 はな

い 。」（１コ リン ト１１：１１） またパ

ウロは，新 しくかつ永遠 の聖 約を

受 け今 も永世 にも聖な る結婚生活

を送 る男女だ けが， 日の栄 の王 国

で最高 の光栄にあずか るという偉

大 な真理を教えてい る。 しか しま

た現世で も夫 にと っては妻が，妻

に とっては夫 が必要な こ とも力強

く述 べてい るので ある。

頃亡 くなった大管長ジョー先

ジ ・アルバ ー ト ・ス ミス２

は，夫婦の関係 を こう定義づ けて

いる。 「この関係 については象徴

的な描写がな されてい る。神 は女

を男 の頭 の骨を採 って造 った とは

言われ なか った。 女は男を治 あ る

者で はないか らで ある。 また足 の

骨 か ら造 った とも言わ れ な か っ

た。男 の足 の下 に踏みに じ られ る

者 で もないか らで ある。女は男 の

傍 にあ って，伴侶 とな り，分身 と

な り，協力者 とな って常 に共 に暮

らす よ う，男 のあば ら骨 を とって

造 られ たので ある。」

夫 は家 長であ って，妻 は夫 の言

葉に従 うものだ とい う間違 った こ

とを言 う男性 がいるのは残念な こ

とであ る。 ブ リガム ・ヤ ングの既

婚 の男性に関す る教 えに次 のよう

なものがあ る。 「夫 と父親 に，神

のみ こころへの服従 を 学 ば せ よ

う。そ して妻 と子供た ちに彼 の教

え と模範 によ って 自制心 とい う教

訓を学 ばせ よ う。」（「ブ リガム ・



ヤ ング説教集． Ｐ Ｐ．３０６－３０７）

しか し別のチ では，妻 は夫が神

の律法 に従 うな らば，夫 の律法 に

愛 うようにと言われてい る。だれ

も主 の戒 めに不従頃な夫 に従 うこ

と ζない。 ある結婚生活のベテ ラ

ンが言 っだ ことだ が，良 き妻 は ど

んなわか じき った ことで も，いつ

議繍 翻

も夫 の意見 を求 め，夫 をた てると

い うことであ る。姉妹 の皆 さん，

皆 さんが御 自分 の結婚生活 の中で

賢明な同伴者 にな られ る よ う 祈

る。良 き妻 は， どんなわか りきっ

た ことで も，いつ も夫 の意見 を求

め，夫 をたて る。

さて合 こそ語 ろう。良 い結婚 を

しなか った人や，結婚 して も子供

を持て なか った人には，手 に入 ら

ない宝が ある。そ う い う 人 々は

この教義 をいぶか るか も し れ な

い。 これ につ いてヤ ング大管長 は

すべてが成就 するよう用意 されて

い る救 いの計画 を語 り， こう約束

し宣言 してい る。 「多 くの姉妹は

その子孫 と共 に祝福 にあず かれな

いので嘆 くだろ う。 あなた方 には

幾百万 の子供 たちに囲まれ る時が

来 る。 も し聖約に忠実 な らば， あ

なた方 は多 くの民族 の母 となるの

で ある。」（「説教集」 Ｐ．３１０）

私 は何度 とな く若 い カップル に

結婚 の聖壇 にについて 語 っ て き

た。互 いの親 しさの余 り，結婚生

活 を動物的 なものに して はな らな

い。青天 白 日の思 いを 持 ち な さ

い。結婚生活 を，常 に生 き生 きと

した ロマ ンチ ックな気分で通 した

か った ら，健全 な言葉 を使い，霊

的な互 いを高 め合 う交わ りを持 ち

な さい。

先 日私 は，ヘ ン リー ・リン ７導

士 の 「愛 ，結婚 と子供」 と慧す ろ

記事 の中 に次の ような言葉 を見つ

けた。

「私 は，子供 を持つ ことは夫婦

２９１



、

女 性 であることを誇 りにしなさし、

の相愛 の最終的な，最 も強 い裏付

けだ と納得す るに至 った。 それ は

結婚 が完成 した ことを雄弁 に立証

す るものであ る。 なぜ な らそのこ

とが夫婦生活を利 己的 な愛や物質

的 な喜 びの段 階か ら， まず第一 に

献身か ら始 まる新 しい生活 にまで

高め るか らである。夫婦の基盤 を

利害ではな く無私 にす るか らであ

る。 そ して夫 は家庭 を守 り，妻 は

夫のその能力 に信頼 を置 くよ うに

な る。つ ま り， どのよ うな権ｉ力 に

も勝 って，物理 的な安 らぎ と同様

霊的 な安 らぎを ももた らす ので あ

る。」

女性 の最 も重要 な母親 として の

任務は筆 舌に尽 くし難 い。 ナポレ

オ ゾ はキ ャンパ ン 夫 人 に 尋 ね

た。 「フランスの若者 をよ く教育

す るの に，何 が欠 けているかね 。」

「よい母親 ですわ」 とい うのが夫

人 の答 えであ った。皇帝 は強 く胸

を打たれて答 えた。「ただ一語で言

い表 わせ る教育 の方式が あった。

それは何 と母親 であ った 。」

ン リー ・ワ ー ド ・ビーチ ャヘ

ー４は書 いて い る
。 「母 親

の懐 は， 子 供 に とって は教 室 の よ

２９２

うな ものである。」 この言葉 は 全

く私 の言 わんとす ることをすべて

表現 している。私 は神権指導者 た

ちに再三話 して いる。最 も重要 な

主 の業 は四囲の壁 の家庭 にあ って

姉妹 たちがす るのだ と。

昔か ら私 はうま くい ってい る大

家族 の母親 にこう尋 ねてきた。

「あなた の家庭 を うま く運営す る

秘密 は何 ですか 。」 あ る母 親 が，

私 の質問 に答 えて １つ のポイ ン ト

を指摘 した。 「私 は子像オ『ちが成

長す る間，家庭 にあ って謹わ も道

路標識 の役割 を果 た し て い ま し

た 。」 また別 の母親 は言 った。「最

初 の子供 には細心 の注意 を払 いま

した。 そ して次 の子供 か らはその

パ ター ンの通 りにすれ ばよか った

のです。」 こ の 考 えを もっと前進

させて もらいたいが， この考え の

中 にも従 うべき ものが 数 多 く あ

る。

ま たアイダホのあるステーキ部

の一姉妹 は，真 の母性 につ いて語

って くれ た。私 はそのステーキ部

で同 じ時間 に家 をあけなければな

らないよ うな職 に父親 と母親を召

しているのを見て，かな り厳 しい

評価 を した ことが あった。

だ いぶ厳 しい口調 で言 った と思

う。 そのような話合 いの後， ある

副会長 はい らい らして， 自分 たち

は総辞職すべ きだ と言 った。私 は

悔 い改め ようと思 った。午後 の集

会で，私は ステーキ部扶 助協会 々

長 の隣…りの席 につ きこう言 った。

「あなた は ９人のお子 さんを持
っ

て い らっ しゃるそ うですね。歩 し

時間 をさいて，長 い結婚生活 の中

で， どのように して，家庭 を うま

く運 営 して来 たのか， そ していつ

も組織 の管理職 にあ り，教会 の活

発な働 き手 でい ることができた の

か話 して くれ ませ んか。」私 は 彼

女が どんな ことを話すか少 しも知

らなか った。 だか ら，私 が望んで

い ることを話 して くれ るよ うに祈

った。

彼 女は言 った。 「私 は亡 くな っ

た母 の模範 や助言 に従 いま した。

私 は子供 たちを，母が私た ちを育

てたよ うに育 てま した 。」 この こ

とをよ く考 えて ほ しい。現在 の成

功 は次 の世代へ， また永遠 にまで

も及ぶ ので ある。家庭 にあ って十

分 にその務めを果 たすな らば， あ

なたの息子娘達 は， やがて時が来

て あなたの模範 か ら， 自分 の任務
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な福音 への理解 が燃え るところで

ある。

私たちは皆，人 を非難せず，求め

られ るものを与 え，子供 たちのた

めの道を直 くし，私 たちに用意 さ

れて いる道 に行 かねばな らない。」

働かねばな らない未亡人 は監督

か扶助協会 の会 長にその旨を申 し

出る とよい。扶 助協会 の姉妹 は，

そのよ うな家庭 の母親 が出かけた

後，必要な ものを整 え，家庭 を守

り，子守を して，親 し く面倒 を見

るので ある。おそ らく子供 たちが

小 さ くて，母親 が働 きに行 かな く

ても章分な物があ る時期 もあるだ

ろ う。 その時期 こそヂ まず家庭 に

あ って子供 のためを考え なけれ ば

な らない。㌧二、

去年， ある著名な人が奉仕 クラ

ブの夕食会で こ う語 った６ 「今 は

多 く．の物事 に正攻法で取 り組んで

Ｃ～ない時代で ある。私た ちは人が

過失 を犯 し，、麻 薬を常用 し，犯罪

人 とな ってか らその問題を扱 お う

と している。私 たちはこのような

問題 が起 き る前 にジ青年た ちと共

に行動 すべ きだ とい うことを忘れ

てはな らない。「家庭 に代わ るもの

は無 い二家庭 は子供 の教育を し，「
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習慣 を造 り，世 間に立 ち向か う強

さを養 うところであ る。両親 と意

思 の疎通 のない子供 たちは， 問題

にぶ つかると，家庭外 で うっぷ ん

を晴 らそ うとす る。そ して この著

名なプエル トリコ人 の議員 はこう

結 んだ。 「今 日私 たちは，社会 の

基礎 とな る単位 は家族だ とい うこ

とを回避 して考 える結果，序 々に

その絆 を失 いつつある。普通 の家

族 には，親 と子 が共 に過 ごす時間

が限 られてい る。 その時間 を共通

の活動を行 な って楽 し く過 ごすべ

きであ る。」

去５０年間に，私 は幾度 この過 ー

ような話 を した こ と だ ろ

う。私 は今 ，家庭 の夕べ とい うす

ば らしいプ ログラムに家 族間の意

思疎通 の場が あるこ とを強調 した

い５私 たちには，霊感を受けて開

かれ る家庭 の夕べが あ り，家庭 の

夕べが開 けな い家庭 には，開け る

よ うになるまで，その家 庭を励 ま

す，神権 によるホー ム ・１テ ィーチ

ングプーログ ラムが あることを， 永

遠 の喜 び としな「ければな らない。
「先
日，教会本部の ロ ビーを歩 い

ていて，若 い女性 と小 さな子供 た

ちに会 った。握手 をす ると，彼 女

は言 った。 「私 は数 カ月前会員 に

な りま した 。」私は 御主人の こと

を尋ね たが， 彼女 は 「お り ま せ

ん」 と答えた。 「私 は独 りで子 供

が ８人 お ります 。」 私は言 った。

「御主人 がい らっ しゃ らな くとも

もう寂 しい ことはあ りません よ。

ホーム ・テ ィーチ ャー と監督が親

し くお世話 するで しょう。」 す る

と彼女はに っこりして言 った。

「リー兄 弟，私 は どの方 も持 って

い らっ しゃらない， すば らしいホ

ー ム ・テ ィーチ ャー と監督 に恵 ま

れてい ますわ。 よ く面倒 をみて頂

いてい ます。 神権者 は私 たちの生

活 にも関心を持 って くださ り，見

守 って くだ さい ます。私 たちは本

当 に父親の ような人たちに恵 まれ

て います 。」

私 は，夫人に１３年前 に先立 たれ

た ソル トレーク市のあ る家庭 に，

夕食 に招かれた。母親 がいないの

で，年か さの子供 たちが母妻 の役

を果た していた。私 １ζ復に奥 さん

の力 な しで， どうや って こられた

のですか と尋ねた，彼 は私 を窓辺

へ連れて行 き，ハイ ラシ ドパ ーク

ワー ド部を指差 して こう言 った。



「あれが見えますか。教会 な しで

はや って こ られ ませ んで したよ。

教会 が家庭 を助 け，子供 たちの面

倒 をみて くれ るんです。神様 の計

画 に感謝 しています 。」

妻 たる者 は，夫が家庭 に無 頓着

で ない ことを知 り，労を報 いな け

れ ばな らない。 それ には一策 を要

す る。私 はある ことを知 った。私

の妻 のジ ョーンがモ ナ コの グレー

ス王妃が「フ ァミ リーサー クル」と

い う雑誌 に書 いた思 い もかけない

文章 を手渡 して くれたのであ る。

王妃 は扶助協会 の会長の書 いた も

のを読み， こう書 いてい る。「私 は

私 の家を守 って くれ る隣人 がいて

くれた ら， と思い ます。私 が子供

た ち といる時間をみつけ るには，

まるで戦争のよ うな ことを しなけ

れ ばな りません。夫 と私 は， でき

る限 り暇 をみつ けて，子供 たち と

共 に過 ご します。その時間 は何 に

も代 え られないので，苦心惨憺 し

て捻 出 しているのです。」

る判事が こうい う質 問を受あ

けた。 「少年の非行 の最善

の治療法 は侮ですか 。」 こ の ニ ュ

ー ヨークの判事 は答えた。 「父親

が家の長の地位 と威信を失わない

ようにすることです。」次 の 話は

そのような家庭の話である。十二

使徒の２人の兄弟が， 私 も そ の

１人であったが，ある管理役員の

夫人に助力を求め られ，そのステ

ーキ部へ赴いた。彼女と御主人は

離婚 しようとしていた。私たちが

彼女を説得 しようとすると，自分

は夫の家の使用人 と大差がない，

夫は仕事 と教会でいつも家を留守

にす るのですものと言った。 この

言い分が真実であるにしろないに

しろ，彼女は不満をつの らせ，が

まんができなくな り，彼女の愛情

を夫か ら奪 ったや くざ者の腕に身

を委ねたのである。

最近，女性は最低限の社交 と，

自分 と子供に対する夫の関心に飢

えている。御主人に無理強いして

はな らない。必要なら，あなたと

御主人と子供が一緒にいる時間を

あなたが何としてでも作 り出すこ

とである。

た一方 では，愛 のある行 なま

いが大切 であ る。私 の叔母

のジャネ ッ ト・マ ク ミュ ランがお

も しろい話 を して くれ た。彼女 は

未亡人 で，娘 と暮 らしていた。 あ

る朝娘 がや って来て こう言 った。

「お母 さん，食べ る物が何 もな く

な ったわ。知 ってい ると思 うけ ど

主 人はず っと働 きに出てい るの。

ごめんなさいね，お母 さん 。」

ジャネ ッ ト叔母は，服を着 て，

家 の仕事 をす るように と娘 に言 っ

てか ら， ドアを締めひ ざまずいて

祈 った。 「天 の父よ，私 は今 まで

ず っと戒 めを守 って来 ました。什

分 の一 も納めて います。教会 にも

奉仕 しています。 き ょう私共 には

全 く食物が あ りません。 父よ，私

たちが飢えな いように，心 ある人

に私た ちの ことを思 い起 こさせ て

くだ さい。」 その時 心 は 喜 びと善

き思 いに満 ちた と彼女 は語 った。

数時間後， ドアを ノッグす る音

が聞 こえ，行 ってみ るとゴ隣…り⑳

小 さな女の子が食 べ物 をかかえて

立 っていた。未亡 人は涙 を こらえ

て，，その子 を台所へ連れ て行 き，

こう言 った。 「ここに置 いて ち ょ

うだい。帰 った らお母 さんに，神

様 はおば さんたちのお祈 りを聞い

て，弟なたをよ こして くだ さった

のです と言 ってね。 き ょうはおば

さんた ちは何 も食物 が な か つ．た
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女 性 であることを誇 りにしなさい

の。」

小 さな女の子 は，何 も言わず に

伝言を聞いて帰 って行 った。そ し

て，い くらも経た ない うちに，大

きな荷物 を持 ってや って来て，台

所 のテーブル にその荷 物を置 き，

こう言 った。 「今度私 が来 たのも

お祈 りが聞かれたのか しら。」

、。 ヤ ネ ッ ト叔母 は答 えた。
ソ
「いいえ今度 は約束が果た

されたのよ。５０年前 あなたのおば

あち ゃん も小 さな子供 が来 るのを

待 っていたの。何 も食 物がな くて

栄養 が とれないので体 力がな くて

ね。 その時，おば さんはまだ小 さ

な女の子 で， あなためおばあちゃ

ん の家 に食物 を持 って行 った の。

そ う してあなたのおば あちゃんは

赤 ちゃんを生 んだのよ。その赤 ち

ゃんがあなたのお母 さんなのよ。」

彼女 は続 けた。 「主 は こう言われ

たで しょう。 『あなたのパ ンを水 ．

の上 に投 げよ，多 くの 日の後， あ

なたはそれを得 るか らであ る。』今

あなたが持 って来 て くれ た 食物

は， あなたのお母 さんが生 まれ る

時， まだ小 さか らた頃 おばさんが

おば あち ゃんの家 に持 って行 った
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『パ ン』 なのよ。」 これ こそ 愛 め

ある行 ないで はないだろ うか。

偉大 なる王ベ ンジャ ミンは，行

ないにつ いて こう言 ってい る 「自

分 がの こりを持たないか らと言 っ

て物 も らいに与 え ることを ことわ

る人 々よ。 お前 たちは 心 の 中 で

『物がないか ら施 さないが， もし

もあ った ら施 したであろう」 と言

うと思 う。 さて もし， このような

ことを心 の中だけで言 うのな らば

罪に当 らないが， も しそうでな け

れ ばそれ は罪 に当 る。お前 たちは

まだ得てい ない ものを負 るか らそ

れが罪 に定 あ られ ることは当然 で

ある。」（モ ーサヤ ４：２４－２５）

主 は私た ちが したい ことに対 し

てだ けではな く，心 に思 った こ と

に対 して も報 われ る。予言者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミスは示現で彼 の父親 と

母親 と兄 アル ビンが 日の栄の王国

にい るのを見て，教会が組織 され

る前 に死 に，バプ テスマを受 けな

か ったアル ビンが， どう して 日の

栄の王国にダ・るのか不思議に思 っ

た。すると主は言われた。 「福音

の知識な くして死 したるすべての

者は福音を受ける。而 して我 は福

音の中に留る者を，神の目）７栄の

王国 を受 け継 ぐ者 となす 。」 （「教

会歴史記録」第 ２巻 Ｐ・３８０）だか ら

この世 に生 あるうちに妻 たる者，

また母た る者 が受け る祝福 を拒む

者 よ，心 中に，「以前 か ら私 は で き

た，以前 私は しよ うど した，私は

持て るものを与 えよう とした。 し

か し今 は持 っていないので，与 え

られない」と言 う者 よ，主 はあなた

が行な ったが故 に祝福 を くだ さる

のであ る。来 たるべ き世は，何 ら

欠 けた物 がな く，すべ きことがな

くとも；心 の中に義を望 む人 々の

ために保証 されてい る。

△ 日の人に無関心な，世の中
７
の悪 に対 する最 も強力な武

器は，主 であ り，鹸 い主であ るイ

エ ス ・キ リス トに対す る揺 がぬ証

であ る。子供 たちが，あなたのひざ

の上 にい る間 に教育 しな さい。 そ

うすれ ば，強 い人間 に成長す るだ

ろ う。 もし迷 うことがあ って も，

あなたの愛 と信 仰が，彼 らを元の

道へ戻すだろ う。 マ ッケイ大管 長

が言われた ことを心に とめてお き

な さい。 「いかな る成功 も，家庭

の失敗 をつ ぐな うこと は で き な

い。」 また， いかなる家庭 も，家
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庭 であ ることを放棄 しない限 り，

その務 めを果 たさな ければな らな

い という ことも。 １６，７歳 の子供

は扱 いに くい。 しか しあきらめて

はな らない。心 の流通管にいつ も

信 仰 と愛 を通わせ説得 しな さい。

私 たちは神 の子で ある。主 は決 し

てあ きらめ られ ない。

主 は，天父の子 らの救 い と祝福

のために働 く私た ちを大 いに助け

て くださる。己れを低 くして，主

イエス ・キ リス トのみ名によ って

祈 る。 アーメン。

注 釈 １． マ ル チ ン ・ル タ ー （１４８３－

１５４６） ドイ ツ 人 修 道 士 ， プ

ロ テ ス タ ン トの 創 始 者 。

２， ジ ョ ー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス

ミス （１８７０－ １９５１） １９４５年

～ ５１年 大 管 長 を 霧 め た 。

３． ナ ポ レ オ ン （１７６９－ １８２１）

１８０４年 ～ １５年 の フ ラ ン ス 皇

帝 。

４． ヘ ン リ ー ・フ ー ド ・ビ ー チ

ャ ー （１８１３－ １８８７） ア メ リ

カ プ ロ テ ス タ ン ト牧 菊 ， 編

集 者 。

２９７



扶助協会一般大会における説教

、

家庭か ら

は じめな さい
十二使徒評議員会会員

ボ イ ド・Ｋ ・パ ッ カ ー

私が招 待 され たのは神権者であ

る父親 を代表 してで ある。 私は，

夫 が不活発教会員で あ った り， ま

だ教会員 ではない扶 助協会 の姉妹

たちにお話 し申 しあげたい。 そう

す ることによって， 多 くの人 々に

話す ことにな ると思 う。 さいわ い

に活発 な夫に恵 まれ ている人 々に

対 して， あなたがたのおかげで私

は何か の援助を心要 としている姉

妹 たちに話 す ことがで きると申 し

あげたい。私 は非教会員 のことを

話 すつ もりはない。 ただ夫が まだ

教会員 ではない姉妹 たちに話すの

であ る。

ステーキ部大会 に出席す るたび

ごとに，我 々は，長年教会 に入 ら

なか った り忍耐強 く耐 えた妻 の励

ま しによ って現在あ るを得 たステ

ーキ部指導者 と会 う。

私 はこれ までに，妻 が心 か ら願

い， どう励 ま した らよいかを知 っ

て いるな らば，夫 はいつまで も教

会 に逆 らってい られ ないとお話 し

て きた。 この ことにつ いて， あき

らめて しま う人 が多す ぎる。今 ，

あなたがたは決 してあきらめては

な らない。 この世 の終 りまで もま

た来世 まで も，決 して あき らあ る

ことはで きな い。 あきらめ ること
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はで きないのであ る。

あ る人 々は長い間 さまよい歩 い

た末，人生 の終 りにな って教会 を

見 出 し，教会 に加わ る。 そ して浪

費 した年 月を後悔 し， 「なぜ もっ

と早 く知 らなか ったのだろ う。福

音を学んで進歩 す るにはおそすぎ

る」 と言 うのであ る。

私 は， 労働者 を雇 ってあ る日当

を定め，夜が明け るや彼 らを働 き

にだ した主 人のた とえか ら，大 き

な．慰 めを得 る。 それ か ら彼 は 「ま

だ立 ってい る人 々を見 たので，彼

らに言 った， 「なぜ，何 もしない

で， １日中 ここに立 っ て い た の

か』。彼 らが 『だれ もわ た した ちを

雇 って くれ ませ んか ら』 と答 えた

ので，その人 々に言 った，ｒあなた

が たも，ぶ どう園 に行 きな さい。

よいものは何で も与え られ るであ

ろう。』」（欽定訳 マタイ ２０：６－７）

彼 はそのように して ５時 ごろま

で，人を雇い働 きに行 かせ た。 そ

して １日が終 る時，彼 は全員 に同

じ賃銀 を払 った。す る と早 くか ら

働 いていた人 がつぶ やいた，「「こ

の最後 の者 たちは １時間 しか働か

なか ったのに， あなたは １日じゅ

う，労苦 と暑 さを辛抱 したわた し

たち と同 じ扱 いをな さい ま した』。

そ こで彼 はそのひ と りに答 えて言

った， ｒ友 よ，わた しはあなたに

対 して不正を してはいない。 あな

たはわ た しと １デナ リの約束 を し

たではないか。 自分の賃銀 を もら

って行 きな さい。 わた しは， この

最後 の者 にもあなた と同様 に払 っ

てや りたいのだ。 自分の物を 自分

が した いようにす るのは， 当 りま

えで はないか 。……』」（マ タイ２０一一

１２－ １５）

その主 人はお金 の ことを言わな

か った。

臼の栄光 の門は，早 く来 る人 に

もおそ く来 る人 に も開かれ る、姉

妹 たち，あなたがたは決 してあ き

らめてはな らない。 もし充 分な信

仰 と望 みがあるな ら，あなたはい

つか家族 の長 に教会 に活発 な信仰

厚 い夫 をいただ くことができるで

あろう。

ず っと以前 に希 望を失 ったある

人が， はきすて るように 「奇跡 で

な くて は無理 ですね」 と言 った。

私 はそうです と答 えた。 どう して

奇跡 でない ことが あろうか。 それ

は奇跡以外 の何 であろ うか。 そ こ

には， さらに価値 ある目的 があ る

と言 えないであろ うか。

イギ リスにおけ る大会 で，私 は



同 じような姉妹た ちに話 を し，夫

を教会 に活発で あるかの ごと くに

見 なさいと勧めた。信 仰 の行 ない

をも って そのようにす る時，望 み

はや がて実現す るで あろ うと。 そ

して ２， ３日前 ，私はその会 に出

席 していた姉妹か ら長い手紙 を も

らった。 そこか ら少 し読 んでみよ

う。

「私 のいただ いた祝福師の祝福

には， やさ しい説得 と導 き，愛 あ

る教 え と理解 によ り，夫 は教会 へ

の態度 を和 らげ，機会が あ って福

音を受け入 れ ると書 かれて あ りま

す。夫 ぽ福音 がむず か しいと思 っ

ていますが，も し心を開いて主 と

聖霊 に感 じる ことがで きたな ら，

福音 を知 って，従 うこ と で し よ

う。

私 はいつ もやさ しく，愛 と理解

を持 っているわ けで はあ りませ ん

し，怒 る ことめ方が多い ので心配

で したが， それ は悪 いことで ある

と知 っていま した。私 は主 に助 け

を祈 りま したが， あなた のお っし

ゃいま した，夫 に教会員 のように

接 しなさい という ことばが その助

けで した。

私 は この数 日そのこ とを実行 し

ま した。 それ は非常 に大 きな助 け

とな りま した。 なぜ か と言 えば，

もし夫 が神 さまの神権ｉを持 って い

た とした ら，私 はも っと従順な妻

にな り，神権 を敬 うはずだか らで

す。

私た ちの間は前 よ りも良 くな り

ま した。 私は，や さしさや愛 や理

解 を今持てないな ら，私 の家庭 に

神権 をいただ くにふ さわ し くない

と，知 るこ とがで きま した。

このす ば らしい姉妹 は望 みをも

って このように続 けてい る。「夫 と

私 と ６人 のかわ いい子供 たちが，

聖 な る神殿で結び固め られ， キ リ

ス トにあ って家族が一 致 して主 に

仕 え ることがで きます ように 。」

このような奇跡を生 む一 助 とし

て，私 は人 とは何であ るかについ

てお話 し， どうした らこのチ ャレ

ンジに近づ くことがで きるか提案

申 しあげたい。

まず， すべ ての男性 は，家庭 に

おいて正 しい霊的 な指導者 とな る

責 任を与 え られ るべ きこ とを知 っ

てい る。聖句 にはは っ き り と，

「人 は皆善悪 をわ きまえることを

充 分 に教 え られ ている。」（皿ニ ー

フ ァイ ２：５） と述べ られてい る。

妻が夫 より先 に教会 に入 った場合

や，結婚 した時か ら自分 １人だ け

が教会員 であ る時 には， とりもな

おさず彼 女が家族 の霊的指導者 と

な る。 た とえ夫 が 自分 の立場 を妻

にと られ てい るよ うに考 えた と し

２９９



家庭か らは じめなさい

て も，彼 は妻 の側に歩 み寄 る方法

をま った く知 らないのである。彼

は妻 の立場 に 自分 が とって代 るべ

きだ と感 じるで あろ う。 いか に し

た ら妻 か ら霊的指導者 の位置を と

りあげ ることがで きるかを まった

く知 らないため，不快 を感 じ， た

じろぎ，反抗す ることもあ るであ

ろ う。

男性 のエゴ，男性 の本質 に触れ

るこのような微妙 な感情 がある。

あま りに も しつ こ く夫 を教会 に誘

いす ぎて，教会 とい う場で も夫 に

指導 して も らうよ うにす ることを

忘 れて しまう女性が少 な くはない

とい うことを，私 は率直 に申 しあ

げねばな らない。

愛す る姉妹た ち，家庭 と家族 が

教会 を構成す る １単位 である こと

を忘れて はな らない。 その ことを

認識すれば，本 当の意味で，あな

たが家庭 にある時 こそ教会 にい る

時 である こと，少 な くともそ うあ

るべき ことを知 るに違 いない。我

々は とか く， いつ も礼拝堂 での集

会 に出席 しな ければ不活発 だ と考

えて しまう。 私は， リー副管長が

かつて， 自分 の親 しいだれ かをそ

のように して裁 くな らば，不活発

で あるが 自分 の知 っている限 りで

３９０

は聖徒にふ さわ しい人で あると述

べ られた ことを思 う。

夫 を礼拝 堂での集会 に出席 させ

ることは第一 に努力すべ きことで

あ るが， それが最初ではない。 そ

れ はあ とのことで ある。 ここで提

案 を したい と思 う。

男が教会 で くつろいだ気持 にな

れな い時，教会 に出席 させ る こと

はむずか しい。教会へ の出席 は目

新 しい面倒 な ことか もしれず，克

服で きない習慣が まだ続 いていた

り，恥 ずか しか った りして，教会

で楽 な気分 になれ ないことが あろ

う。 ここに別 の解決法 が ある。そ

れ は，御存知で あろうが，家 にい

る間，教会 にいるような気持 を感

じさせ るこ とで ある。

我 々は，夫が家 です ることに し

か るべ き信頼 を置いていない こと

がよ くあ る。教会 に行 くことを教

会 活動 の象徴 であるかのように思

い込 んでいるので ある。多 くの点

で，夫 が家 で行 なうことこそ まず

大切 である。

そ こで，私の提案 とは， まず あ

な たが家 にい る時か らは じめな さ

いということで ある。繰 り返 して

言 うが，夫が教会 に行 くことを面

倒 臭い と感 じる時， あなた は，彼

に家 にいなが ら教会 にいるように

感 じさせ ることを行 ないな さい。

では， どうすれば それがで きる

であろうか。 その答 えは扶 助楼会

にあ る。私が思 うに，現在 の扶動

協会 の最大 のチャレンジは， この

ような婦人た ちが夫をよ き言葉 に

向 かわせ るよう励 ますよ う援助を

す ることであ る。

最近 ，不 活発教会 員あるいは非

教会 員を父親 とす る家族 を含めた

１つの調査 が終 った。 その父親 た

ちは，説得 ののち，家 で家庭の夕べ

を開 くことに同意 したので ある．

そ して， だんだんに進んで参加 す

るようになった。 自分の家 で気楽

に好 きな時 に行な うことがで き，

しか も家庭の夕べのプ ログ ラムが

うってつ けで あったため，心を動

か したのであ る。

その結果 は興味深 い。彼 らが家

庭 で教会 に対す る違和感をほ ぐさ

れ た時，家族 といっ しょに教会 に

通 い始 めたので ある。

天 の事物のい くらかを家 に持 ち

こむ ことは，家族 を教会 にただ 出

席す るだけの状態 か らさ らに高め

ることであ る。家庭 の夕べは，当

然 の ことなが ら，そのために設 け

られて いる。



ド

家族 の必要 にあわせて家庭 で開

かれ るこの集会は，教会 の集会 と

まった く同 じで あ り，礼拝 堂で行

なわれ る集会 と同 じにな り得 るも

ので ある。

あなたがた の夫が教会 に活発 に

なった り，教会 員にな ることは，

奇跡 で あるか も しれない。我 々の

うちの ある者 は，突然 に起 きるも

のだ けが奇跡 だ と考 えてい るが，

ゆ っ くりと育 ってい く奇跡 も存在

す るので ある。 忍耐 と信仰 は，決

して起 こ りそ うもなか った事柄 を

可能 にす ることがで きる。私 の姉

はそのために１７年 間忍耐 したが，

その１７年間のかいが あった。 また

ある監督 は活発 にな るまでに３０年

を費や した。彼 は， 自分 はあわて

て突進す るた ちではなか った と言

って いる。

毒なたがた は，家 にい る時か ら

は じあなさい。そ して時間が短 か

ろうが，長か ろうが，永遠 に近 か

ろ うが，忍耐 を し続 けな さい。 イ

テル書 に意味 の深い聖句が ある。

「……信仰 の度 を試 してか らでな

い と目で見 るよ うな証明が得 られ

ないか らである。」（イテル１２：６）

家庭に天国を築 きあげると， こ

れ らの奇跡が可能 にな る。

この ことについてであ るが， あ

る家族 が家庭の夕べを始 めて数 カ

月 した時 に， 「毎週家庭 の夕べ を

行 ないま したか」 と尋 ね られ た。

する とその家の母親 は， 「さあ

どうで したか。 １回だ け家庭 の夕

べ を した かどうか，は っきりしな

い週 があったのです」 と答 えた。

再 び 「その時，何を していたの

です か」 と聞 くと，彼 女は 目に涙

を浮 かべて言 った。

「その晩 は，家族みんなで神殿

へ行 って，結び 固めを し た の で

す 。」

その時 はメル ケゼデ ク神権者 と

な っていた夫が，椅子 にきちん と

す わ り，喜びを こめて，家庭 の夕

べ が家族 の大切 さと霊性の必要 な

ことを感 じさせ る契機 とな った こ

とにつ いて話 して くれた。

その妻 は， 「神殿 に行 った 日は

私 の誕生 日で した。今 は什分の一

を納 めて いるので余分なお金が あ

りませ んか ら， プレゼ ン トは もら

いませ んで したけれ ど」 と言 い，

夫 を見つ めて， 「あな たか らいた

だいたプレゼ ン トのうちでい ちば

んすば らしか ったのは，私た ちを

神 殿に連れ て行 って下 さった あの

晩です」 と言 った。

また別の女性 は，夫 につ いて，

「いちばん良か った家庭 の夕べ は

夫 が教えて くれた家庭 の 夕 べ で

す」 と言 っ．た。

それを聞いた夫 は 「いやあ， あ

ま りいいレ ッス ンではなか ったで

す よ」 と言 ったが；彼女 はそれ に

答 えて言 った。

「いえ， あなたが レッス ンを し

たのですか ら。私は心 か らあなた

を誇 りに思 います 。」

する と彼 は この ように言 った。

（これ はいかにも男 ら しい言葉で

はないだ ろうか） 「あまりうま く

はなか ったと思 うよ。君 が知 って

い るように，私 はいつ も厄介者 だ

ったけれ ど， 自分 の家族を教 えた

時には （家庭 に教会を感 じた時で

あ ることに注意 しなさい）今 まで

感 じた ことのない気持にな って，

いろんな ことのわ けがわか るよ う

にな ったのだ。」

現在， この男性 は教会 に出席 し

活発 にな っている。 それ もすべて

は，家庭 に教会 をつ くり出 した こ

とか ら出発 したので ある。

さて， もしは じめにあなたの夫

が奇跡 を起 こす ことに同意せず，

いやが った りしたな らば，それで

もあなたは 自分 のなすべ きことを

３０１



家庭か らはじめなさい

いっ しょうけんめいつ と め な さ

い。福音を価値 あるす ば らしいも

のと して，生活 に生 か し夫が福音

に逆 らえないよ うに しなさい。

何年 か前 に タ トル長老 と私は，

別の町へ 出かける前 の夕方 に， あ

る地域 の教会指導者 を訪問 した。

彼 は まだ仕事か ら帰 ってお らず，

彼 の妻 は台所で忙 しく立ち働 いて

いた。彼女 は我 々を台所 に招 き入

れ，我 々が待 っている間，仕事を

続 けた。

弁当箱 が調理台 の上 に並べ られ

た。彼 女は， その晩 は支部で弁 当

夕食 があ るので， １口がか りで最

上の弁 当を用意 した と説明 して く

れ た。

彼が帰 り，彼女は天火 か ら暖か

いチェ リー ・パ イを取 り出 した。

そ して我 々にアイス ク リームをの

せたで きたてのチ ェ リー ・’パ イを

すすめて くれ た。 もちろん，我 々

は断わ ることがで きなか っ．た。

それ か ら彼女 は夫の方 を見 た。

私 には， その時彼女が こう考 えて

いた と感 じ られた。「あなた もパ イ

を食べ たいで しょう。 で もそ うし

た らあ とでお弁 当がおい し くな く

なるわ。で もおふた りが召 しあが

ってい るのをすわ って見 ているの

３０２
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はかわいそ うだ し， も し食 べ た

ら， 私が苦労 して作 った食事が あ

ま りおい し くな くな って しまう。」

心 中迷 っ．たあげ く，心 を決め，

彼女 は他 のパ イを切 りはじめた。

あき らか に我 々のパ イよ りも大 き

く， アイスク リー ムも少 しよけい

に。彼女は それを彼の前 に置き，

彼の あごを手 の甲でち ょっとしゃ

くりなが ら言 った。 「あなた， こ

んな ものが食 べ られ て，福音 って

すば らしいで しょう。」

あ とで，私が その時 の夫 に対す

る態度 のこ とでか らか った時，彼

女 は 「彼 は私か ら離 れ ませんわ。

私 は男性 を どう扱 った らいいか承

知 して います」 と答 えた。

繰 り返 して 申しあげ るが，現在

扶 助協会 に課せ られ てい る最大 の

チ ャレジは，数 多 くの愛すべ き妻

た ちが夫 を力づ け，励 ま して家庭

に天 国を築 きあげる援助 をす るこ

とである。姉妹 たち，福音を夫 に

とって も価値 あるもの とな し，彼

らにそれ こそ 自分たちの 目的であ

る ことを知 らせな さい。

ほとん どの女性 は，男性 にそれ

らの事柄を理解 す る こ と を 期待

し，そ うでない時 にはい らだ った

り，われを失 った りす ることもあ

る。 しか し男性 はその点 に敏感で

はない。 男性 は このよ うな事柄 に

関 して，面 の皮 を厚 くした り，鈍感

にな った り，人 が変わ った りす る

ことがあ る。 あなたが 「夫は私 の

望 んで いる ことが何で あるかを知

るべ きだ」 と言 う時，おそ ら くそ

れ はそ うであ ろ う。 しか し現 に夫

はそれ を知 っていない。彼 に話 し

て あげ な くて はな らな い の で あ

る。

私は昨 日，そのよ うな父親 に家

で祈 るよ う励 ま したホー ム ・テ ィ

ーチ ャーの話 を聞 いた。 父親 ほ聞

き入 れず， ソファーに横にな って

いた。彼 はつ いに床 にひざをつい

たが，祈 ろ うとは しなか った。 そ

れで妻 にお祈 りを頼む と，彼女 は

涙なが らに心の底 か ら一番 の願い

を主 に祈 った。

祈 りが終 った時， その夫 は，驚

いた ことにいろんな点で無知だ っ

た と考 えるのだが， この ように言

った。 「知 らなか った。君 がその

よ うな ことを望 んでいたなどとは

知 らなか った。 これか らの私 はき

っと変 わ るよ。」

夫 に知 らせ な くて はな らない。

あなたがどんな に福音 を大切 に し

て いるか とい うこと，福音 のゆえ



に さ らに夫 を大事 に思 うこと，福

音 が 自分 に とって何で あるか を。

あなたの妻，母，愛す る伴侶 と し

ての成長 は，福音 に根 ざす ことを

夫 に知 らしめなさい６

さて，私 は １人 き りでいる愛す

る姉妹 たちに少 しお話 したい。 い

や， １人 き りの姉妹 などはいない

ので，言葉 を改 めるべ き で あ ろ

う。 まだ結婚 の機会 に恵 まれ ない

姉妹 や，離婚 や死 によ って夫 を失

った姉妹 たちの ことであ る。

あなたがたの中には，乏 しい予

算 や さび しさに耐えて， １人 で残

された子供 たちを育 ててい る人 も

いるに違 いない。私はそれ を償 う

偉大 な力 のあることを 知 っ て い

る。心要な らば，みたまか らあな

たに父，母両方を兼ね る力が与え

られ ることを知 ってい る。

教会幹部 の中にも，愛 深い片親

家庭 で育 った人 々は何人 もい る。

私はその １人 が大会で， 自分の少

年時代にはお金 では買 えないもの

をみな持 っていた と証す るのを聞

いた。

姉妹 たち， あなたがたには神権

の守 り手がつ いて いる。 ワー ド部

の父親 は監督で ある。彼 に援助 を

求 めな さい。 そ うすれば他の人が

彼 を代表 してやって く る で あ ろ

う。 ホーム ・テ ィチャーに手伝 い

を頼 みな さい。特 に少年 の養育 に

男手 の必要 な時 に。

あなたがたは １人 ではない こと

を忘 れてはな らない。 あなたを愛

す る主がお られ る。主 はあなたを

見守 り， みた まの力が 慰 め と な

る。

また あなたがたに申 しあげ る。

決 して あき らめてはな らない。決

して， この世で も次の世 で も。 な

ぜ な ら，やがて裁 きの時が来 て，

主が あのた とえで言われた ように

「……相 当な賃銀を払 う……」（マ

タイ２０：４） か らで ある。

アル マ書 に興味深 い 聖 句 が あ

る。 「…見 よ， お前 に言 うが，小

さ くてや さしい事か ら大 きな事が

でて くる。 また小 さな手段で賢 い

人を うち破 ることがた び た び あ

る。」 （アルマ ３７：６）

ここに扶助協会 の愛すべ き母親

がい る。 スプー ンとボールを手 に

エプ ロンをつけ， ほ うきを もち，

ミキサーやパ イ皿 を使 い， フライ

パ ンを使い，辛抱 強 く，忍耐 をも

ち，愛情 に富 んで， 糸や針 を持 ち

励 ま しの言葉 を口に出 し，信仰 を

もち，毅然 と して理想 の家庭 を築

く母 が。 あなたがた，そ して扶助

協会 は， このよ うな小 さい ことに

よ り， 自分 と末 日聖徒 イエ ス ・キ

リス ト教会，主 のた めに勝利をか

ちえ ることができる。家族 の力が

１つに結 ばれ ，今 も永世 にも結び

固め られ る。 大勢 の男性が，資格

ある者 もまだふ ざわ し くない者 も

主 のみ業 に仕えなけれ ば な らな

い。今 は，知 らず して， あるいは

好 まず して枠の外 にい る夫 や父親

たちも，みな心か ら彼 らの ことを

思 う主 の仕 え女 たちに よ り，力を

得 るので ある。

神 があなたがた姉妹を祝福 され

るように。 や もめで ある人 々，女

手 １つで家族 を養 って いる人 々を

祝福 して下 さるよ うに。何千何万

の扶助協会 の援 助を得 て 自分 の理

想 実現 のために努 力す る妻や母親

た ちを祝福 して下 さるよ うに。

主 はキ リス トであ る。主 は生 き

て お られ る。 これは主 の教会で あ

る。奇跡 の蒔代 は止 ん で は い な

い。 お話 した これ らの ことは，神

の参画 したも う奇跡 であ る。 この

ことをイエス ・キ リス トのみ名 に

よ って証 申 しあげ る。 アー メン。

３０３



末 日聖徒の両親は常に

家庭や子供たちのためを

思 っていると，私は信 じ

ています。また，一般的

に言 って，末 日聖徒の子

供たちは両親の教えや家

庭の標準を重んじている

と信 じます。そうでなけ

れば年 々数多 くの青年男

女が教会の教 え を代 表

し，家庭での教えを反映

しなが ら，伝道に出かけ

ることはないと思 うので

す。

しか し，現在は生活を

物 １

とりま く様 々な環境 がい っそ う両

親 の関心をひ き， いろいろな場合

に，望 ま しい親子 関係， あるいは

子 と家庭 の関係 に摩擦 が生 じるよ

うに見 えます。

そのため，家庭 や家族 やその神

聖 な将来 のことな どについて教会

の教 えを再び強調 し，教会 が両親

の援助 をす る必要 が生 じました。

私 たちはプ ログ ラムにより，新 た

な指示 を受 けて います。 その中で

最 も大切 な ものは家庭 のタベであ

ると思 います。
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私は，正 し く行 なわれ る家庭 の

タベが どんなにすば らし く意義 あ

るもので あるか とい う こ と を 示

し，母 親の役割 をは っきり教 えて

くれ る １つのお話 を したい と思 い

ます。 それは歴史 にあ った実際 の

お話です。

その家庭 は農家で した。家族 は

干 ばつや貧弱な土壌 のために隣 り

の州 に引越 さな くて はな らな くな

っていま した。働 き者 の父親 は家

族 を愛す る正 しい人で したが，彼

はそれ で も失望 しませんで した。

彼 は引越 しとい う重大な ことにつ
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いて母親 や子供 たちに相羨 ＬナニＤ

ですが，みな引越 しに賛 設 しま し

た。母親 は賢 く理解 があ り， とて

も霊的な性質 の人で した、子 雲だ

ちを愛 して いた彼女は，辛三：や肉

体的 な苦労 にも不平を言 わず に耐

えていま した。

彼 らには ８人 の子供 ボ い ま し

た。子供 たちは お互 いに尊敬 し，

愛 しあい， １つ にな って家族 のた

めに働 きま した。弟 を深 く愛 して

いた長男 は，そのために果て しな

い迫害や言語 に絶 する苦難 に耐え

殉教 しま した。 この兄弟 の関係 は



扶助協会中央管理会会長

ベ ル ・Ｓ・スパ フ ォー ド

ダ ビデ とヨナタンに比 べ ら れ ま

す。

ある 日，１４才であ った この末 の

弟 は，非常な霊的経験 を し ま し

た。母親 の言 うところによる と，

彼 は 「仰天 し当惑 」 しま した。 そ

の前 に も彼 は天使か ら話 を聞 くと

い う霊的 な経験を していま した。

天使 が ２度 目に訪 れた時，彼 は見

聞 きした ことをみな父に告 げ るよ

うに と言 われ ま した。彼 は少年 で

したか ら， とて も不思議な 自分 の

経験を父は信む て くれ ない のでは

ないか と心配 しま した。 しか し天

使 は父 の心 を知 っていたので，父

親 は言 うことを信 じるだろ うと少

年に言 いま した。

父親 は少年 の話 を聞いてす ぐに

信 じま した。 それを母親 と話 し合

ったに違 いあ りません。 １日の仕

事 が終 わ ったおだやかな夕べに，

父母 は家族 を集 めて少年 ジ ョセ ブ

か ら，父 なる神 と御子 イエ ス ・キ

リス トにまみ え，天使モ ロナイの

訪れ を受 け，主か らジ ョセ ブにせ

よ と命 じられ た ことなどを聞 きま

した。 この少年 が新 しい経験をす

るたびに， それ か ら幾晩 もこのよ

うな夕べの集 ま りが開 か れ ま し

た。 このよ うな家族 の夕べ の説明

を，予言者 の生涯 について記 した

母親の書 物か ら引用 してみ ます。

「その家族 の様子 は，これ まで地

上に生 活 した どの家族 とも似ず，

きわめて風変 わ りな様子で あった

と思 う。父，母，息子，娘 たちが

輪を作 って腰 かけ， これ まで聖書

を読 んだ こともなか った１８才 の少

年 に， この上な く深 い注意 を向 け

て いた。彼は他 の子供 たちよ りも

本 を読 まないよ うであ ったが，思

索 と勉学 には時間をかけて いた。

私た ちはその時，神 が何か を明

らか に して，私 たちの心 を満 たさ

れ るか，救いの計 画や人間 の膿 い

のことについて もっと確 かな知識

を与 えようと してお られ るとい う

意見 を確認 した 。」

それか ら彼女 はこのよ うに結 ん

で います。 「…… うるわ しい一致

としあわせ がこの家 を包 み，私 た

ちの間 には平安がみな ぎった。」

（「ジ ョセブ ・ス ミス伝」 母 ルシ

イ ・マ ック ・ス ミス，ｐｐ．８２－８３）

私 に とって， これ は印象深 い家庭

の夕べの描写です。

うるわ しい一致 と しあわせ が家

を包 み，平安 がみな ぎるたあに，

私 たちの何人 が一生懸命努 力 して

い るで しょうか。

ここで，私 は皆 さん に次の こと

を考えてほ しい と思い ます。

ジ ョセ ブが神 さまの召 しを受 け

入 れて， そのために働 いた ことに

家 族の夕 べの集 ま りは役立 ってい

たで しょうか。

家 族は，予言者 に続 き，回復 さ

れた福音 が真実 な ことを確 信 し，

その業 に励 んだハ イラムの働 きを

支 持 したで しょうか。
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一

回復 された福音 に忠実で あった

家族 は，家族を １つに結ぶ とい う

こと以外 にどのような益 を受 けた

で しょうか。

天使 はなぜ少年 に，父親 に話 し

な さい と命 じたので しょうか。 な

ぜ母親 でな く，愛す る兄でな く，

親 しい友や，教会 のだれかでなか

ったので しょうか。 この世 の生涯

で，主 が子供 に対 する １番 の責任

を負わせてお られ るのは， だれで

しょうか。家 族を一 致 させ る こと

において，母親 の役割 は何 だ った

で しょうか。彼女は，息子 の不思

議 な話 を受 け入れた子供 たちの態

度 に，何 らか の影響を 与えは しな

か ったで しょうか。

反対 に，父親 が農場 の仕事 で忙

しく疲れ ていて，少年 を邪魔 に思

った り，話 を信用 しなか ったな ら

どうで しょうか６

母親 が，外 部の関心事 や活動 に

時間を と られて，家族 を集め るこ

とがで きなか った らどうで しょう

か。 もし母親が父親 に， 「ああ，

この ことは私た ちだ けのことに し

てお きま しょう。働 きづめで疲れ

ま した。上 の子 たちは自分の こと
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を してい る し，小 さい子 たちはも

う寝てい ます」 と言 った らど うで

しょうか。 また，家族 の夕べ を開

こうとしてい る時に外 出中で あ っ

た らど うで しょうか。

もし父母 が聞 こう，信 じよ うと

い う良 い雰囲気 をつ くらず，子供

たちを無秩序 のままにほって おき

少 年の話 を笑 った り，疑 った り，

非難 した りさせ たな らどうで しょ

うか。 「仰天 し， 当惑 している」

少年を，い っそ う困 らせ る ことに

な った のではないで しょうか６

両親が，子供 た ちが何を考 え，

何を思 ってい るかを知 らない こと

はよ くあ ります。大切 でない こと

のために大切な ことを見 失 うこと

はよ くあ ります。忙 しいために，

家族 が一緒 にな って耳を傾 ける時

間を とらない ことがよ く あ り ま

す。

さらに，子供 に与 え られ る神 の

召 しが何であ るかを知 って いる両

親 は ご くまれです。私た ちは，教

会を管理 す る偉大 な人 々が， この

民を導 き，指導 す るために主か ら

選 ばれた人 々であ ることをよ く知

って います。彼 らが啓示 と霊感 に

懸

よ ってそれ を行 な うことを知 って

い ます。彼 らが家族 は永遠であ る

とい う教義 を理解 しているこ とを

よ く承知 してい ます。彼 らは，家

族 を １つ に結び，永遠 の益 となる

よ うに，民 をどう導 くべ きかを知

ってい る人 々です。では，私 たち

両親 の役割 は何で しょうか。それ

は簡単 な ことです。 聞いて，従 う

ことです。

主 は言 われま した，「汝 らも し，

日の栄 の世界 に一 つの所を得 ん こ

とをわれに願 わば，わが命 じて汝

らに求む るところを行 いてその備

えを為 さざるべか らず」 （教 義 と

聖約 ７８：７）

私 たちは，主が教会 の管理 神権

者 たちの言葉や書 物 によって私 た

ちに語 られ る ことを，いつ も忘れ

ないよ うに しま しょう。家族 のた

めを本 当に思 うな ら，家庭 の夕べ

を行 な うことだ けでな く，生活 に

かかわ るすべ ての こと に わ た っ

て，永遠 の祝福 が受 け られ るよ う

に，それ らの神権者 の勧告 に従 い

ま しょう。 それ は，末 日聖徒 の家

族すべてのたあの私の祈 りです。



第 １４１回半期総大会での説教

「獄 に い た と

兄弟姉妹の皆 さん。 この混乱 した世

にあって，当惑 し落胆 し，おのれを見

失っている人々に何か意義のあること

を述べ，自分を見出す道があるという

励ましと信仰を与えられるようにと望

み願っている．問題の解決は何か高度

で大げさな公式の中に見出されるもの

ではな く，イエス ・キ リス トの単純明

快な福音の真理の中に見出されるので

ある。それはこの世にあって真の平安

と幸福に至 るただ １つの真実で永続す

る道なのである。

最近，私はきわめてまれな状況のも

とで， この真理に対する三拠を目撃 し

たが，そのことをお話 したいと思う。

きに尋 ねて くれ た」
（マタイ ２５：３６）

管 理 監 督 会

ビ ク ター ・Ｌ ・ブ ラ ウ ン監 督

ことしの６月，私はこの教会のインス

テ ィチュー ト （宗教講座） と社会事業

部がユタ州刑務所で主催 した卒業式に

出席するよう招待された。１７人が証書

を受けた。 ９人が第 １年度の証書を受

け， ５人は第 ２年度， ３人が第 ３年度

の証書を受けたのである。ほかに２４人

が同 じ宗教 クラスに参加 したが証書を

受ける資格はなかった。１

私が記憶 しているところでは， ２名

だけはすでに出所 していて，証書を受

けるためその刑務所へ戻っ て きて お

り，ほかは全部服役中であった。多 く

の人が教会員ではなかった。

刑務所内で，讃美歌 「たえず頼 り主

求む」と 「祈 りは楽 しき」が美 しく感

動に満ちて歌われるのを聞くなどとは

だれが期待するだろうか。白人 と黒人

か らなるコーラスで歌われ た の で あ

る。

囚人服を着た人々が謙遜になって心

か らの祈りを神に捧げ，今や自分のも

のとなった福音の知識 と，福音により

もたらされる祝福に感謝を表わしたの

である。数入が説教壇に立ち，神が生

きてましますのを知っていると証 し，

神の恵みに感謝を捧げた。私はここで

２人の人についてだけ話 した い と思

う。 ２人はすっかり社会か らはみ出て

いて，刑務所などに入ったことのない

我 々とは違った内面的，個人的問題を

かかえている人たちである。本当の名

前は明かさないことにする。

最初の １人をジムと呼ぶことに しよ

う。ジムは遠い州か ら来ている。ジム

は容貌が良 く，髪 もきれ いにか ってい

て， まだ３０そ こそ こである。 ジムは現

体制 や社会秩序に反対 した １人で あっ

た。 問題 のある家庭の出身 で，生活 の

面で愛を経験す ることがなか った。１７

歳 で家を離れ軍隊 に入 った。除隊後 は

生活に何 の目標 や目的 もな く，ただ国

中を放浪 し，最 後 にソル トレーク市 に

い る自分を発 見 したので ある。 ジムは

窃盗に まきこまれたあげ く逮捕 され，

刑 を言 いわた されて刑務所へ送 られて

きたので あった。あの 日ジムは逃亡 し

たが，再び捕え られ重 度の保護処分 に

な った。 ジムの言葉を借 りる と， 「重

度 の保護か ら出て準保護処分 になった

が， これか ら先 どう していった らいい

のか わか らなか った」 と言 って いる。

ジムが経て きた騒 ぎを少 しは知 って

い る囚人 の １人が ジムを この教会 の教

戒師 に会わ して くれた。その ことはジ

ムの生涯 にとって，全 く新 しい経験 の

始 ま りとなった。 ジムは 自分が束縛 の

身 である ことを承知 していたに もかか

わ らず，存在す るとは知 らなかった自

由へ向かって最初 の歩み を 踏 み 出 し

た。

刑務所生活 のために特別に計画 され

た教会 のプ ログ ラムに数週間接 したあ

と， ジムはタバ コをやめ ると言 った。

そ して，教会社会奉 仕事業機関が主催

す る種 々の宗教 プ ログラムに参加する

ようにな った， 「あの日以来私 はタバ

コをやめた。去年 の１２月か らは コーヒ

ーもやめている」 と語 った
， ジムは個

人的な悪習慣 に打 ち勝つ心地 よさをさ
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らに語 って くれた。

ジムはまた， ホーム ・テ ィーチャー

が催 して くれ る 「家庭 の夕 づ」につい

て も語 って くれた。 もしこのすば らし

い ２人が ホーム ・テ ィーチャーとして

割 り当て られていなければ，が っか り

してい くどもあき らめ ようか と思 った

か も しれないと説 明 して くれた。 ２入

の・ホーム ・テ ィーチャーは ジムを息子

のよ うに，本 当に小 さな子供 のように

か わいが って くれたそ うで ある。 ジム

はそのような経験 がなか っ た の で あ

る。 ジム自身 の言葉 によると， 「私 は

１９７０年 ６月 １６日か らこのプログ ラムに

参加 しているが， この１６ヵ月の間に，

私 は今 まで にない程変わ った と思 って

い る。一 ７社会の 目ま ぐる しい競争か

ら隔離 された この壁 の中で一 。刑務

所 に入 る前の２３年よ りも， はるか に今

の自分が，将来を見通 しているのだ と

わか った。私 は刑務所 に入 る前 は，末

日聖徒が どんな人々で どんな教会か全

く知 らなか った。」 ジムは また こ う語

った。 「私 は刑務所 にいることを誇 り

には思 っていないが， そこで得た経験

は誇 りに思 って いる。刑務所の収 容者

に末 日聖徒 が提供 して くれた このプ ロ

グ ラムを卒業で きることを心か ら誇 り

に思っている。」

この人 こそ卒業式を常 に感 動あふれ

る ものに した １人なのである。今や ジ

ムの目標 は，刑務所 を出 られ るよ う社

会 に罪 の償 いを終え，バプテスマを受

けて教会の会員になる準備 をす ること

で ある。

さて次にエ ドについて話 そう。エ ド

もまた遠い町か ら来 た。 ９歳 の時盗み

を始めた。１３歳 の時 自動車強盗で逮 捕

され，後 に重窃盗罪 を宣告 されて他 州

の刑務 所へ送 られた。 エ ドはユタへ来

３０８

て再度逮捕 され重窃盗罪を宣告されて

ユタ州の刑務所へ送 られた。

エ ドはジムとほとんど同 じ方法で，

刑務所内で開かれている教会社会奉仕

事業計画を知った。ある日エ ドが ！つ

の集会に出席するため教会 へ 行 く途

中，常習犯だけがよくするように何人

かの囚人がエ ドをひやか した の で あ

る。エ ドは刑務所に入る前は，そのよ

うな場合応酬 してやりあったものであ

る。 しか し，改心 したいと思っている

エ ドをさえぎる物は何 もなかった。

エ ドは特別にすばらしいホーム ・テ

ィーチャーを割り当て られたが，彼 ら

はエ ドと 「家庭の夕べ」を開 くため，

しば しば刑務所へ自分の子供を連れて

いったのである。子供たちはエ ドを兄

のように思った。エ ドも自分を彼 らの

家族の一員と思った。エ ドは出所 して

この卒業式で証書を受けるために戻っ

てきた １人である。エ ドは卒業式で話

すよう招かれたのであった。

エ ドは説教壇に立つと１枚の紙片を

ポケ ットか ら取り出 した。それを皆の

前に掲げながらこう語 ったのである。

「皆 さんはおそらくこれが読めないで

しょう。でもこれは私の生涯にとって

最 も大切な書類です。 これは次の木曜

日に私がバプテスマを受けるのを許可

して くれているバプテスマの推薦状な

のです。」エ ドはバプテスマを受けた。

按手確認のあと，エ ドは部屋の片隅へ

行って １人で泣いていた。そしてアロ

ン神権の執事に聖任 される時もそれ以

上に泣いた。

以上の話か らどんな結論が引き出さ

れるだろうか。確かにこの ２人は大き

な問題に直面 していた。 ２人は監獄に

監禁されていて肉体的な自由は失って

いたが，それは問題の根本ではなかっ

た。 もっと重大な ことは生活 の面で 目

的が欠 けていた ことであ る。行 くべ き

所が なか った。見 失 ってい た の で あ

る。生 きることに意味がなか った。 ２

人 はなぜ この地上 にいて， どこへ行 こ

うとして いるのかわか らなか ったので

ある。

刑務所か ら釈放 されて も， それは ２

人 に差 し迫 って いる問題の解決 にはな

らなか ったのであ ろう。 しか し，刑務

所 という環境 にあ って，ついに ２人 を

真 の 自由 な人間に させて くれる釈放 を

見出 した。つ まり ２人 は，救 い主 イエ

ス ・キ リス トとその福 音を見出 した の

で ある。

ジムやエ ドと同 じ境遇 にいる自分に

気づいてい る人が多い。 なにも蜜正機

関に入 っていな くとも，法律 に よって

も釈 放で きない監獄 つ まり， アル コ

ール
，麻薬，不品行，利己心 ，不正直

怠惰，生 きる目的が ないな どのよ うな

個人的習慣 の監獄 にいる自分 に気 づい

ている人が多 い。 そう， これ らの もの

はどのよ うな国の刑務所よ りも人を縛

りつ けだ めに して しま’う。 しか し， 自

由へ と逃れ るのに，人が考 え出 したど

のよ うな もの より もす ぐれた道， ジム

や エ ドが見出 した 自由への道が ある。

この 自由は，神 の計画 を受 け入れ，

我 々が永遠 の生命 を見 出せ るよう， １

人 １人のためにその命 を捧げて くだ さ

った方の戒 め， すなわちイエ ス ・キ リ

ス トの戒めを守 る ことによってのみ見

出す ことができる。 そこでイエス ・キ

リス トは こう言 われ た。 「また真理 を

知 るで あろう。そ して真理 は， あなた

が たに自由を得 させるであろ う。」 （ヨ

ハネ ８ ：３２）イエス ・キ リス トのみ名

によって申 し上 げる。 アーメ ン。
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イ エ ロ ー ・リ ー フ は 深 い 澄 ん だ

小川に突批 ・けにおおわれ ・欝礪

た丸石 の上 に横 たわっ て い ま し ．蒲 蹴

た。 そ して夢見 るよ うに深 い池 の

底 の小石 の間をか ぎまわってい る

大 きなまだ らもよ うのマスを見つ ・

めま した。に じ色 のはん点 とオ リ
’脳 河

一ブの ような緑色 を したそのマス １－、．．∬、！騨 考讐 悩

は大変美 しか ったのですが， イエ

ロー ・リーフはそれを取 る気 はあ

りませんで した。 うすい金色 を したガが，水面すれすれの と

ころで羽 をばた ばた させま した。マスは身 をひるが え し信 じ

られないほ どの速 さで水面に上が って来 ま した。 「アー」 イ

ンデ ィアンの少女 は， ガが見 えな くな って しまったので，悲

しそうにため息 をつ きま した。

聞 きなれ ないギ ーギー という音 に，イエ ロー ・リーフはび

っ くりしま した。そ の音 につ られて丘 の頂上 まで行 って下 を

見 おろす と， ２頭 の牛に引かれたぶか っこうな，そ まつな荷

ｒ

響∵糟 ．’く繍 ・饗罐 ミ響騨爆 １欝
》鵬

馬車が下の方に行 くのをあきれてみていました，ギーギーと

いう音は，ひどく油がきれた，鉄をはった車輪の音で した。

なおまだ空中に舞い上がるひどい砂ぼこりか ら判断すると

荷馬車は，乾ききった，一面石におおわれた砂漢の外に出て

来たところのようで した。荷馬車の人々は，生 き残 るために

夜通 し荷馬車を走 らせたにちがいありません。日中のあの暑

さの中を先に進むことは不可能だったで しょうから。

その荷馬車は，おおいがしてありませんでした。ほろ布の

３０９
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切れ は しが，荷 馬車 の荷台 の屋 根の骨組 みとなってい る金属

製 のたが に くっついていま した。両 わ きに しば りつけ られて

いるはず の水だ るもあ りませんで した。 少 しよって見 ると，

彼 らがイ ンデ ィア ンにおそわれた ことを示す ように，荷馬車

のベ ッ ドに １本の矢が つきささっていま した。

この家族 は， おそ らく荷馬車 の行 列か ら生 き残 った，た っ

た １つの家族 だったので しよう。 イエ ロー ・リーフの部族の

敵で もあ る西 の方 に住んでい るイ ンデ ィアンの部族が，条約

が破 られ たためにち ょうど戦 いに出よ うとしてい るところで

した。 その部族が，荷 馬車 の行列 を攻撃 した にちがいあ りま

せん。

イエロー ・リーフは， その小 さな家族がかわいそ うにな り

ま した。 「ここにいた らきっと死んで しまうわ。」彼 女 はつ

ぶや きま した。 イエ ロー ・リーフは，小 さな赤 ち ゃんをだい

た女 の人が， ２人 の子供 を，大 きな丸石 でで きた 日陰 によせ

るのを見 ま した。 また男 の人が，ふ らふ らしなが ら岩 の間を

歩 きまわ り，何 かを さが していま した。

「水 ！のどがかわいて死 にそ うなんだわ
。」 イエ ロー ・リ

ー フは
，水だ るがな くなっていたのを思 い出 して，そ うつぶ

や きま した。 「牛 じゃな くて馬 を持 っていた ら，馬は水 をか

ぎつけて そこへ引 っぱ って行 って くれ るだ ろうに。」

イエロー ・リーフは， とて も彼 らを助 けた いと 思 い ま し

た。近づ いた ら必ず撃 たれ て しまいます。残念に思いなが ら

イエロー ・リーフは立 ち さろ うとしま した。

赤 ちゃんの弱 々しい泣 き声 に，彼女 は立 ち止 まりま した。

それ は彼女の幼い弟のよ うに聞 こえま した。

後 ろを見 ると，男 の人が少 し離れた ところで，なおまだやせ

地 の岩の間をぬ うように してさが して歩 いてい るのが見 え，

水が流れてい る所 があ るのに，彼

、

はそ こが どこなのか， どう して も

わか りません。それにまちがった

方向 に行 きかけていて， のどの乾

きと衰弱のために もう倒れ て しま

いそうで した。

また赤 ちゃんのか弱 い泣 き声が

しま した。イエ ロー ・り一フは，

小川へ急いで走 って も ど り ま し

た。土器 か ら赤 む らさき色 のイチ

ゴを全部 あけて， それ に冷 たい水

をい っぱいに入れ ま した。

そ して， ち ょっ とため らってか

らけわ しい坂 を静か にそ っと下 り

ま した。

女 の人 は，子供 たちをかば うよ

うに して横 たわってい ま した。 目

は閉 じられ，唇 ははれあが ってひ

びが入 っていま した。イ ンデ ィア

ンの少女 は危険 なことな どまった

く忘れ て， ひざまず き， そ して両

手 に水を くみ上 げ，それ を女 の人

の顔 にか けま した。彼女 は驚 いて

目を開 き，そ してイエ ロー ・リー

フの黒い 目を じっ と見 つ め ま し
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たが， その青 い目は， とて も信 じ ．

られ ないといってい るように見 え

ま した。 しば らく の 間， イ エ ロ

ー ・リーフは
，女 の人 が悲鳴 をあ

げは しないか と思 って息 を殺 しま

した。 その声 を聞きつけて， イエ

ロー ・リー フの人 々が恐れて いる

長 い銃 を持 った男 の人が走 って来

るか もしれ ない と思 っ た か ら で

す。

しか し，女の人は，恐 ろ しさよ

り子供 た ちに気 を取 られ ていま し

た。荷 馬車 か ら金属 の コップを取

って子供 た ちに渡 してか ら飲 み過

ぎない ように，年上 の男 の子 と女

の子 を注意深 く見守 っ て い ま し

た。 それか らは赤 ちゃん の世話を

し，子供達 の頭を冷やすため に布

を ぬ らしま した。そ の時だけ彼女

は自分で水を飲みま した。

子供達を見 ることに心を うばわれ て， イエロー ・リーフは

男の人が近づいて来 るのに気が つきませんで した。イエ ロー

・り一フは
，女 の人 が 「だ め， フラン ク。いけないわ／ この

子 は私 たちに水 を持 ってきて くれた のよ。」 と叫ぶまで，危

険が迫 っている ことに気がつ きませんで した。

ライフルを下げ た時，男の人 はぼ うっとしてい るよ うに見

えま した。 「水 ？このかわいた土地 の どこに水 があるんだ。

ど こに も草：の葉 １つないのに／」

その背 の高 い，やつれた男の人は， のどのかわ きを いや し

てか ら，土器を さして， 「どこで ？」 とたずね ま した。イエ

ロー ・リーフががけを指 さ した時，彼 の疲れ た顔か ら血 の気

が な くなりました。

「私た ちは
，決 してあそ こまで荷馬車を押 し上 げ ることは

で きない。彼 は重 い荷 馬車 と， のどの乾 いた牛 の方を身ぶ り

で示 しため息をつ きま した。

イエロー ・り一フは彼が何を言お うとしてい るか わか りま

した。彼女 は荷 馬車の方へ歩いてい って， そ こで待 ってい ま

した。 「彼女は私達 に荷馬車 に乗 ってほ しいんです。 たぶん

道を知 ってい るんだわ／」女 の人 は心をおど らせ て言 いま し

１つ 勝
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た。牛 の先頭 に立 って歩 きなが ら， イエロー ・リーフはやせ

こけた丘 をまわって，小川が銀色の糸の ように流れ ている緑

の谷へ続 くなだ らか な坂 へ と案内 しま した。

「まあ
，こんな美 しい場所 は今 まで に見た ことがないわ。こ

こは夢 に見た場所よ。」 女 の人 は喜び のあまり叫び ま した。

「そ うだね
。 小屋 を建 て る木 もある し，整地す るのに， そ

れ ほど手間はかか らないだろ う。 サラ，土地 も肥 え て い る

よ。ほ とん どどんな物で もここで は育つだ ろう。」 男 の人 は

や さしそ うに言 いま した。彼 の目は喜び と希望 で輝 いていま

した。

イ ンデ ィアンの少女が姿をか くすのを どち らも気がつ きま

せ んで した。ふ り返 りなが ら，イエ ロー ・リーフは男 の人 と

女 の人が手 をにぎりあい，将来 め雄大 な夢 に夢中 になってい

るのを見た時，涙が 目を さすのを感 じま した。

彼 らは， あれ はてた岩 だ らけの丘 の後 ろにか くれていた肥

えた谷を見た最初 の白人 で した。美 しい緑の土：地をあげた時

にイエ ロー ・リーフが味 わった苦 しみを彼 らは知 って いるで

しょうか。

寒 けがイエ ロー ・リーフをおそいま した。急 に彼女 は羽を

バタバタさせ ていた金色の ガのよ うな気持 になりま した。

３１１
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目上 め欽 か ら期待 され，励 まされ，友達 もい

るときは勇敢な行動をす るのはむず か しくあ り

ませ んが， ひと りの ときはむずか し い も の で

、する アル マはいつ もひ と りで した。 イエス ・キ

リス トは神 の御子であ って， いつか地上 に来 ら

れ る とい うア ビナダイの言葉 を信 じたのはアル

マだけで した。 ア ビナ ダイをみんながあざけ り

悪 いノア王 が試 し，祭 司たちが殺 して しまえ と

叫 んで も， アル マだ けは，ア ビナダ イにや さし

い言葉 をかけ，親切 にす る勇気を持 っていま し

た。

アルマはノア王 の祭司で した。 アルマはまだ

若 か ったのです が， ア ビナダイが人 々は悪 にお

ちい ってい ると言 ったのは， まった く真実 を語

っている と気づ いてい ま した。 アルマは王 にア

ビナダイの命 ごいを しま した。す ると軍 は怒 っ

てアルマを追 い出 し，家来に命 じてアルマの後

をつけさせ，殺 して しまおうと しました。

アルマは王 の家来 たちか らのがれ， 身をか く

しで， 自分 の覚 えてい る限 りのアビナダイの言

葉 を書 きま した。

しば ら くしてアルマ は市に帰 り， か くれ て人

々に イエス ・キ リス トについて教 え 始 あ ま し

た。人 々は少 しずつ アル マの言葉 を聞 き，信 じ

るよ うにな りま した。 アル マはその人 々に， モ

ルモ ンと呼ばれ る ところに行 くように言 い まし

た。 そこには清 らかな水がわ く泉 力§あ り，昼間

働

アルマが王 の追手か ら身をか くす木 かげがあ り

ま した。

た くさんの人 がアル マの言葉を聞 きに集 まり

ま した。 アルマは信仰 と悔改 あにつ いて話 しま

した。 まず ヒー ラムが信 じ， アル マと共にバ プ

テスマを受 けました。 ２人 は体 を水 に沈め，喜

び に満た されて水 か ら上 がる と，み たまに満た

され ま した。 そ してアルマはバ プテスマを受け

たい と望 むすべての人にバ プテスマを施 しま し

た。 アルマ とアルマに従 った人 々は 自分か ら，

キ リス トの教会 と名乗 りま した。

儀式な どはすべてモルモ ンの地， モルモ ンの

泉で行なわれたので， ノア王 か ら身 を隠 して い

る人 々にとって，聖な る地 とな りま した。 しか

し， ノア王 は何か普通 でない ことに気づ き，安

息 日にあや しいと思 われ る人の後 をつけさせ，

ど こへ行 って何を してい るのか見 て来 させ ま し

た。 そこにはアルマ とアルマに従 う人 々がいた

のです。 ノア王 は怒 り，軍隊 を さし向けて，キ

リス トの教会 の人 々をすべて殺 して しまお うと

しま した。

しか し， この ときはアルマはひと りではあ り

ませ んで した。王の軍 隊に注意す るよ うに教 え

て くれ る友だ ちがあ り，聖徒 たちは財産をま と

め，家族をつれて荒野 へ旅立 ちま した。

総勢 ４５０人で した。
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トミーの家族ｉがシ ュガーク リークのキ ャンプを出た ときに

１台の荷車 は トミーが， もう １台は トミーのお父 さんが あや

つ っていま した。 トミーは牛を走 らせ るのはは じめて の こと

なので，夢 中でやって いま した。 ですか ら太陽 が輝 いて いる

の も，暖 か くなって きたの も気がつ きませ んで した し， お母

さんが重 い冬 の コー トをぬいでか るい ショール をか けて いる

ことさえ も気がつかないほ どで した。 トミーは，牛を休ませ

ないよ うにす るにはむちを鳴 らせ ばいいんだ ということ しか

知 りませんで した。突然，車輪 がやわ らか い草原のぬか るみ

にずぶずぶ としずんでい きます。 それ は地面の氷が とけたた

めで した。 そ して時間がたつにつれて どん どん深 くしずんで

しまい， ひ きあげ るのがむずか しくな って いきます。

トミーは きのうシュガ ーク リー クを出た本隊に とて も追 い

つ くことはで きないだ ろうと心配で した。 しか し午後 になっ
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て本隊のキ ャンプがそれ ほど遠 くない気配 を感 じた ときには

ほん とうに うれ し くな りま した。 トミーは牛をなだめすか し

おとな しくさせま した。

「そ ら
，今 だ」 「引 け／」牛 はその言葉 がわかったか のよ

うにそれに答 えて車輪が動 くように力を こめて前 にふみだ し

ま した。 その とき トミーは，友 だ ちがまわ りで感心 して見て

いるのに気づ きま した。

「シュガー クリークか らず っとつれ てきたのかい」 と １人

の子供 がききま した。

「え らいね
。」「ぼ くのお父 さん もさせて くれないかな」 と

もうひと りが言いま した。

突然雨が降 りだ して きま した。 は じめはよわいおだやかな

雨 だったので トミーが牛 の乳を しぼ り， お父 さんがえ さをや

って いるときには気 にな りませんで した。 その あとでテ ン ト
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をはる ころになると，激 しくふ り出 し，

にまで雨が入 って きま した。風 もたいへん強 く， テン トが ぐ

い ぐいひっぱ られて しまいます。

「今晩は テン トな しでねなけれ ばな らない」 とお父 さんに

あ き らめて言い ま した。

「お父 さんや お母 んは どこでねるの」 と トミーがたずねま

した。 「荷 車は穀物 や麦 でいっぱいだか らだれ もね られない

よ。お まえとべ ッツィとお母 さんはむ こうの荷車で休 みなさ

い。私 は荷車の下でね るか ら」 とお父 さん は言 いま した。

トミーは静か に 「ぼ くは荷車 の下で ねるよ」 と 答 え ま し

た。

お父 さん は トミーの言 った ことにす ぐ答えませんで したが

トミーはお父 さんが手をお しつけたので 自分の言 った ことを

うれ しく思 ってい るのがわか りま した。お父 さんは静 かに言

い ま した。 「まつの木 を集 めよう。車が しずまないよ うに下

に しくんだ 。」

はだを さす ようなはげ しい雨 の中で まつの木を切 るのはた

いへん なことで した。ですか ら木がた くさん集 ま った ときは

うれ しくて たま りませんで した。 トミーとお父 さんでまつの

木 を集 めたあと，た たんだテ ン トをおき，ベ ッドをつつめる

よ うにテ ン トの両側 を十分に とっておきま した。雨がふ って

もぬれないよ うにす るためです。

ベ ッドの用意 がで きてか ら， トミーはその中 にはい りこみ

ま した。は じあ，雷 の中 にひとりでい ることはおそろしい こ

とで した。 トミーは これ まで こんなに大 きい雷の とどろきを

聞 いたことが ありませんで した。 いなず まがぱ っと光 った と

きとて も近か ったので，いなずまが光 った木のて っぺんに小

さなほのおが見えた くらいで した。彼 はた とえ雨がはげ しく

て も，す ぐにやむだ ろうと思 っていま したが， こわ くて しか

たが ありませんで した。雷 が荷車 に落 ちた ら，ほかの人 はど

こでね た らいいのだ ろうと思 いま した。彼 はお父 さんを大声

で呼んで心をやすめたい と思 いま したが， こわが ってい るこ

とをだれ にも知 られた くあ りませ んで した。

天 のお父 さまに助けて くれ るよ うたの もう， と 思 い ま し

た。 トミーはその ように しま した． お祈 りが答 え られて，雷

といなず まがやむのを待 っていま したが， ちが う方法で お祈

りが答 え られま した。 トミーは， こわ く感 じな くなったので

す。
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それか らは雷が楽 しくな りま した。それはまるで 巨大 な花

火が あちこちにあるよ うに見 えたか らです。 トミーはねむ ら

ないでず っと目をさま して いた くなりま した。 それ は花火を

見のが した くなかったか らで した。 しか し雷は一晩中続いて

いたので， トミーの目はついに とじて しまいま した。彼 の 目

は足が水 にひたるのを感 じるまでは再 び開 きませんで した。

そ こで彼 はキ ャンプを していたす ぐそばの小 さな小川が夜の

間にはげ しい流れ にな り，ゴ ーゴーうなって いるのがわか り

ま した。

はっと して トミーはお父 さんを大声で呼び ま した。 「小川

が あふれて後の車輪 が水 の中にはいって しまったよ。」

トミーの お父 さんはす ぐに荷車か ら飛び出 して きま した。

彼 はそのありさまを見 る と， トミーと一緒 に荷車 の下か らベ

ッ ドを引 っぱ り出 し，それか ら荷車を水の中か ら出 すために

牛 をつれて きま した。地面が たいへんすべ りやすいので，牛

はなか なか前に進めませ ん。

「丸太道を作 らなければな らないな
」 と トミーのお父 さん

は言 いま した。

こうして トミーとお父 さんはた くさんの木を切 りたお しま

した。枝 を整 えて丸太 をは しか ら順 に並べて行 き，荷車 の前

に も並 べま した。それか らやなぎで それぞれの丸太 をす きま

な くしば り， ころが らないよ うに しま した。それ らがすんで

か らその上 をかたい草 や松葉 でおおい，牛 のひづめがわれ 目

に落ち こまないように しま した。

最後 に彼 らは丸太 道の上 でおびえて いる牛を なだめ，荷車

につなぎま した。お父 さんは，や さしい調子で牛 に言いま し

た。 「そ一 ら，今だ，引 くんだ。」

牛はい っし ょに引 っぱ ったので，重 い荷車 の車輪 はぬか る

みの申か ら出て，か たい草の上， 丸太道 の上を通 って，イス

ラエルの陣営がかつて旅 を したよ うな道 に出ました。

トミーは 「ばんざい，や ったぞ ！」 と叫 びま した。その と

きお母 さんは泣いて しまいま した。 この 「ふた りの男」をほ

んとうにほこ らし く思 ったか らです。
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㌔靴

講

マ カ ロニ で

作 り ま し ょ う

マ ー ベ ル ・ジ ョ ー ン ズ ・ガ ボ ッ ト

必要 な もの ：小粒 のマ カロニ， ナイ ロ

ン糸 （またはつ り糸，あ らい木綿糸，

母 ゴムひ も），古 い 衣服か らとった ビー

ズ，水彩絵具か フェル トベ ン，透 明な

マニキュア。

嚢 ，

テーブル の上に紙か タオルを しいて

マ カロニをあけます。 これは マカロニ

・ が ころが らない ようにす るためです。

形 と大 きさで分類 しま しよ う。糸 に

通 したとき重 なり合わないよ うに内側

の広 さがだいたい同 じマカロニを選び

ます。

マ カロニに色をつけ るときには，水

彩絵具か フェル トペ ンを使い，好 きな

難 誘 色をつけて・その上に透明なマニキ・

差、、

懇 ・繋

醗難

魏

墾嚢 ・

蟻

灘

欝
アをぬ って固あます。

糸 をネ ック レス として好 きな長 さに

切 り，両 は しを結ぶたあに ３セ ンチと

って おきます。

ゴムひ もで作 った ものは腕輪 やヘ ヤ

バン ドに使 うとよいで しよ う。

古 い衣服か らとった ビーズをつ ける

とお もしろい ものがで きます。糸 に通

す前 に， マカロニ とビーズの配置 を考

えま しよう。大 きい色のあざやか な ビ

ーズをネ ックレスの中央 に くるように

し，両 は しか ら必要 なマ カロニ とビー

ズの数 をかぞ えます。

ビーズ とマカτ］二を糸に通 した ら，

糸の両 は しを とけ ない ように しっか り

結んで下 さい。 ネ ックレスが小 さす ぎ

て頭 か ら入 らない ときは，古 い ネック

レスのい らな くなった留め金 を使 い，

糸の両 は しに留 め金をつけてつなぎま

しよ う。

欝

灘 羅．藝



第 １４１回半期総大会における説教

最 も

大 切 な

伊
〕 と

七十人最高評議員会会員

Ａ ・セ オ ドア ・タ トル

何年か前，私 はデゼ レ ト ・ニ ュース

紙で 「機械 じかけの ウサギ」 という社

説を読んだ。 その一部 を読 ん で み よ

う。 「英 国でグ レイハウン ド犬が ウサ

ギを見 て もウサギとわか らなか った と

い う先月 の話 を読 んで，ほ とん どの読

者 は笑 ったに違い ない。長 い こと競馬

場で機械 じか けの ウサギを追 ってばか

りいたた め，本物 の ウサギが柵 を越 え

て飛び込んで きて も， 目もくれ なか っ

た。

間の抜 けた話 ではなか ろうか。だが

哀れで もある。 こんなふ うに本能 をゆ

がめ られて しまう とは…。

我 々も機械 じか けのウサギを追 って

い る。

我 々は給料 の小切手を追 いかけまわ

して も，雪 をかぶ った 山頂 に登 る朝 日

には 目を くれ ない。

机上 のぎっ しりと埋 まった予定表 に

従 って仕事 を しなが ら，隣人 と話を し

た り病 人をたず ねた りす る こ と は な

い。

おきまりのに ぎやかな娯楽 にうち興

じなが ら，無邪気 な子供 に寝物語をす

る静かな時間を持 とうとは しない。

名声や富を追 いなが ら，我 々の道を

時折横切 って通 る真 の喜び の機会を見

逃 している。

ワーズワースはまさにその ような状

態 について，語 ってい る。

『世界 は我 々の手に負 えない。

おそかれ早かれ，得 るのに も使 うのに

も， 自分の力 を浪費 して しまう。

行 け，それ，文 明化 しす ぎた盲 目の

ハ ウン ド犬 よ，本物を知 らない うちは

自分 の ウサギをつか まえ られ は し ま

い。

しか し， おまえには仲間がい る。数

限 りない人間が，やは り本物 を知 らな

い うちは決 して喜びを得 ら れ は し な

い』

この言葉は我々へのチ ャレンジを教

えて くれ る。 ７……最 も大切 な ものは

最 もささいな ものに左 右 さ れ は し な

い』 （アシ ュレ ・モンテギ ュー）

これ を このように語 った人 があ る。

「我 々は浅薄な物事にあま りに深 くか

かわ りす ぎる。』」

近 代の啓示 で主 は言 われた。「見 よ，

召 さるる者 は多 けれ ども選ば るる者 は

少 し。選 ば るる ことなきは， これそ も

そ も何 の故ぞ。 そは，人々の心甚 しく

この世 に属 ける ものの 上 に あ り，唯

々人間 の誉を得 ることをのみ望 み…」

（教義 と聖約１２１：３４，３５）

ここに，我 々の価値観 を三す教えが

ある。

この勧 告に もう一度注意 しな さい，

「人 々の心甚 しくこの世に属 け るもの

の上 にあ り」，心 は霊 につけ るものの上

にないので ある。そ して彼 らは神の誉

れを望 まず して 「人 間の誉 を得 ること

をのみ望む」。

我 々は神の事柄 を見失 ったり，無視

しなが ら，物質的 な物事を 「あま りに
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も」求 めす ぎて はいないだろ うか。 こ

の季節 の， また他の季節 の美 しい自然

は人 の目にとめ られず，感謝 を呼 ばな

いＤ

クリスチャンの親切 な行ないはわ き

に置かれ， あるいは無 になって，我 々

の生活 はスケ ジュールや予定 に追 われ

て いる。

最 もはなはだ しい背徳行 為は， おそ

らく家庭で起 きる。我々は この世 の富

を追 いか けて は， 自分のいたいけな子

供 たちを無視す るのであ る。 あなたは

いつ子供た ちに物語 を してあげただ ろ

うか。息子 と一緒にいつ釣 りや狩 りに

行 っただろうか。賞 を受 け る手伝 いを

しただ ろうか。達成 プ ログ ラムについ

て相談 に乗 って あげただろ うか。

至 飛の若者の直酉す る試練，す なわ

ちせ ．、た くと楽 な暮 らしの試練 は， ど

の年忙こ とって も一番叢 しい試練で あ

ろう，元≒端妹 たち， 自分の子供 たち

といつ も三 くにいなさい。彼 らを安全

に導 きなさい。 この時代 は危 険な時代

で ある。い っそ う注意 を向けな さい。

い っそ うの努力を しなさい，

我 々の社会 問題 を解決す る責任 は家
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庭 にある。若人 は安全を求 めている。

彼 らの求めてい る答 えは，ただ良 い家

庭 にのみ見出 され るのであ る。 国内あ

るいは国家間の条約は平和 を もた らす

ことがで きない。 どの立法府 も法廷 も

我 々の問題を解 いて は くれない。 問題

の解決 は家 々の門か らや って くるので

あ る。救 い主 の教 え られた原 則によ り

幸福 と平和が家族に もた らされ る。若

者 は家庭 の中で，幸福を見出す力を受

け るのである。

世 には偽 りの考 えが満 ちてい る。 そ

の誤 った考 え方が主の 目的をおおい隠

し， 間違 いを犯 して いる。あ る者 は両

性 に神 の与 えた もうた役 割を変えよ う

とし，母親 に家庭を おいて働 きに出よ

と勧 め， また父親 に家族 と別に娯楽 を

楽 しめ と誘 う。 この ような当てにな ら

ない行動が家庭 を弱 くしてい るのであ

る。

あ る父親 たちは，立派 な家，衣服，

車，食物 を家族 に提供 しなが ら，本 当

の父親 とは何か とい うことを忘れ てい

る。 父親 とは，愛 と理解の 関 係 で あ

る。父親 らしさとは，力や男 らしさや

誉 れである。 それは力であ り行 ないで

あ る。助言で あり指導 であ る。父親 と

は，家族 と共 にいる人であ る．権威 で

あ り，模範で ある。

パ ッカー長老 は次 のように勧 告 して

い る。 「多 くの父親 は子供の物的な世

話 だけに心 を奪 われて いる。 この世の

状 態にあわせて この匿の ため に貯 える

保証 は，消 えて しま うことが ある。お

そ ら くは消 える ことで あろう。子供 を

真 に保護す るためには，彼 らに しあわ

せな家 庭生活 の思 い出を与えな さい。

それは模範 とな り，彼 らの従 う青写真，

彼 らの造 り出す形，彼 らが実現 す る理

想 とな る。」

あなたの家庭 に健全 な雰囲気を造 り

あげな さい。求 める人た ちの成長 と進

歩のために，家族が支 え と な る よ う

に。

母親 たちの中 には， 自分勝手 な 目的

のため， あるいは必要に迫 られて，外

へ仕事 に出 る人 々があ る，そのよ うに

して家 庭は弱 くな り，本 当の父親 本

当の母親 とい うものがす ぐに消えて し

ま うのであ る。 この事実を よ くみつめ

なさい。父親 や母親が負 うべ き責任 を

おろそかにする ことは，我 々の社会 に



乱れた状 態を作 り出 して いる。我々は

末 日聖徒 として，我 々の家庭に押 し寄

せ る，世 の荒波 を押 し返 さねばな らな

い。我 々の多 くは，悔 い改 めねばな ら

ない。我 々の価値観を正 さなければな

らない。 時間 と心 と手段を最 も大切な

ものに向けなさい。冷静 に自己を反省

す る時，真 の価値が ど こにあるかを知

らない人 はいないであろう。 しか し，

それを正 しい位置 に保つに は， 目ざめ

させて くれ るものが必要で ある、

ベ ンジャ ミン王 は両親た ちに勧 めて

い る， 「お前 たちは， 自分の子供 らを

飢 え させた りはだか のまま置いた りは

しないであろ う。 またお前た ちは 自分

の子供 らが神 の律法 に背 き互いに争 っ

た り戦 った りして ……悪魔 に仕え るこ

とを許 さず， …… 自分 の子供 らに真の

道を行な う事 と真面 目で なければな ら

ぬ事 と互いに愛 し互いに助 けねばな ら

ぬ事 とを教え るであろ う」。（モーサ ヤ

４ ：１４，一 １５）

主は両 親に，子 供を教 える責任を課

せ られた。それは言葉で教 える以上の

ことであ る。子供 たちに価値 あるもの

を教 えるより良い方法 がある。

製愚

㍊ 転

た とえば，結婚 した人 の半分が離 婚

す るとい うことを暗黙の うちに了解 し

てい る社会 にあっては，家族 の団結の

原則 を教 えることは実に困難 である。

崩壊 した家庭の子供たちは，家族で

は問題 を解決で きるものではないとい

う老 えを身 につけてい ることが少 な く

ない。 テ レビばか りを楽 しみに してい

る子供 は，積極的 に生活 す る気持 を喪

失 してい る場合が ある。事故現場 でい

あわせた医師 に手 当を頼 み込んでい る

時に，子供 に奉仕 と責任について教 え

ようとして もむずか しい。

世 の物 をため こむ ことが大切で，そ

のために，父親が助言 した り励 ま した

り して子供 といっ しょにい る時間を惜

しみ，度を過 ぎて働 いて いる家庭や，

母親が子供 をかまわず にさ らに多 くの

「物」を得よ うと働 きに出て いる家庭

にあって は，愛や犠牲 といった立場か

ら人間の価値 について教 える こと も，

まった く空 しい。

主 は言われた， 「われは汝 らの小児

たちを光明 と真理 の中に導 き来れ と汝

らに命 じた り」。（教義 と聖約９３：４０）

ポール ・ポペ ノウ博士 は このように言

婿 「翠
一Ｍ ・３

影彪
㌔

彰

騨

ってい る。 「わが若人た ちは 自分の生

活の所 産ではな く，両親 か ら与 え られ

た ものの所 産である。 もし我 々が両親

に立派な模範 を示 させ られ る も の な

ら，各世代の…番大 きな障害物を とり

のけ られ ることであろ う。」

主 は， 「子をその行 くべき道 に従 っ

て教 えよ， そうすれば年老 いて も，そ

れを離れ ることが ない」（箴言２２１６）

と言 われ た。

我 々は， おそす ぎない うちに， リチ

ャー ド ・Ｌ ・エバ ンス長老の語 った こ

の真理 を知 らな くて はな らない。 「健

康的で しあわせ な家庭以上に社会の病

弊をいやす薬 はない。愛 と理解に富ん

だ家族 以上 に社会 を強固 にす るものは

ない。賢 く愛情深 く責任感 のある両親

の身近な信頼 ほ どに，子供 を幸福へ導

くものはなか った。」（「とび ら の 中 か

ら」 より）

私 は賢 く愛情深 く責任感 のある両親

の もとで育 った。私 が家 に帰 った時 に

は， ダン兄弟の御両親 のよ うに，や さ

しい母がいつ も起 きて待 っていた。い

つで も話を した り報告 をす る機会が あ

った。 そのような機会は最 も楽 しい思

い出で ある。 その家庭で，私 は今 日持

っている証を は ぐくまれたのである。

私 は神が生 きてお られ，イエ スがキ リ

ス トであ り，我 々の救い主 ，薫い主で

あ ることを知 って いる。 ジ ョセ ブ ・ス

ミスが神 の予言者で あった こと， ジ ョ

セ フ ・フ ィール デ ィング ・ス ミス大管

長 が王 国の鍵 を持つ裏在の生 け る予言

者 である こと， そ して， もし我 々が こ

の大会で話 され た勧告に従 うな らば，

我 々の家 庭はよ り良い もの とな ・ラ，我

々の奉仕 もさ らに力を増 し，喜 びが大

き くなる ことを知 ってい る。 イエス ・

キ リス トのみ名 により， ア「メン。

３１９



主

「主 の予言者
」一 我 々は，長い

ゆった りした衣 を着てひげ を は や し

た，砂漢 に住 む人か ら，現代の教 会の

大管長 に至 るまで， この称号 か らいろ

いろな姿 を心 に浮かべ る。

その言葉は， アダムやアブラハ ムの

ような尊敬 すべ き族長， エノクや愛弟

子 ヨハ ネ， ロレンゾ ・スノーのよ うに

感受性 の強 い心 の持 ち主 ，モ ーセやブ

リガム ・ヤングのよ うな活気 ある，が

ん健な指導者 を思 い出させ る。また，

パ ウロやアル マのような改革家， イザ

ヤやジ ョセブ ・ス ミスのよ うに幾年 に

もわた って予言 の示現 を受 けた人 々を

思い出 させ る。

予言者 はみな違 ってお り，それぞれ

独 自の ものを備えてい る。 しか し， １

つの重要な点においては似 通 っ て い

る。 その点 とは，彼 らの人生 の中心 と

な るもの，す なわ ち神の御子 イエス ・

キ リス トただ御一入 に対 す る彼 らの信

仰，信頼 ，望 みであ る。

予言者 とい う言葉 には幾つかの意 味

があ る。 しか し， 「予言のみたまを持

っている人」 とい う定義 以上 に適切 な

ものはない。愛弟子 ヨハネによれば，

「イエスのあか しは
，す なわ ち預 言の

霊で ある。」（黙示１９：１０）

この点 に注 目す ると，我々は，予言

者がキ リス トの個性の ある小面 を映 し

出す人で ある と考 えること が で き よ

う。 しか し，総体的に考 えると，予言

者 はいろいろな人生 のあ り方 を生 き生

きと， しか も熱意 を もって しっか りと

学ぶ ように告げる人 である。

この時代に も多 くの予言者 がい る。

３２０

の 予 言

ア ー サ ー ・Ｒ 。バ セ ッ ト

大管長会および十二使徒評議員会で働

いている人々，ならびに大祝福師はみ

な，予言者 として支持されている。 し

かし，若干の人々のみが予言者 として

働いている。

ジョセフ ・フィールディング ・ス ミ

ス大管長はこのように書いている。

「使徒は，聖任される時に，ジョセ

フ・スミスが死ぬ前に使徒たちに与え

たすべての鍵と権能を確認 され て い

る。 しかし，これらの兄弟たちは，大

管長会に入 る機会が与えられる時まで

それらの権能を行使できない。その時

までは，その権威は休止状態にあるの

である。彼 らが，教会の予言者，聖見

者，啓示を受ける者として支持 されな『

が ら，教会のために啓示を 受 け る人

（大管長）は同時期にただ １人 しかい

ないのはこの理由による。神権のすべ

ての鍵は彼に与えられており，彼の指

示によって委譲される。」

明 らかに，このような人は特別の資

格を持ち，また主の同意を受けた人で

なければならない。 これは確かに大切

な点である。なぜなら，これは特別に

主により頼む召 しだか らである。先任

使徒となり，やがて大管長 となれるよ

うに，天父は予言者の命は守りたもう

に違いないのである。

大管長が亡 くなると，大管長会は解

散され，十二使徒評議員会が自動的に

教会の管理会となる。そしてその後，

十二使徒評議員会の会長が大管長とな

る。ブリガム ・ヤングは，新しい大管

長会が組織される以前，３年以上の間，

十二使徒評議員会会長として教会を管

者 、

理 した。 ジョン・テイラーも，その職

で ３年間教会を管理 した。ウィルフォ

ード・ウッドラフも２年間そうであっ

た。 この召 しにおいては，大管長会と

して ２人の副管長と共に管理 していた

時と同様に，彼 らは予言者であり，主

の代弁者であった。大管長となるため

には，十二使徒評議員会会長であるこ

と以上に，彼への特別な啓示が必要で

あると言われている。ウッドラフ大管

長は， ヒーバー ・Ｊ・グラント宛に次

のような手紙を書いた。 （１８８７年 ３月

２８日）

「私に関する限り，教会を組織 され

また経路を通 して啓示を与えてそれを

導いてこられた，神か らの啓示が必要

です。教会はその経路を通 して５７年間

存続 してきました。そのような啓示が

あって初めて，私は教会の設立以来使

徒たちがたどってきた道を経て新たに

働 きかけることができるのです……」

このようにして，』予言者から予言者

へ外套は秩序正 しく受け継 が れ て い

る。それは 「主のみ業に大きな混乱 と

挫折をもたらす原因となり得る，政略

的計画や革命的方法が用いられ るのを

避けるために，独 自の手順と聖任の方

法に従って」行なわれるのである。

この神権時代に教会を管理 してきた

１０人の大管長は，それぞれに偉大な成

長をとげた人々であった。それぞれ特

別な貢献をなし，申 し分ない人であり，

それぞれ独 自の務めを果たすために若

い頃より召され，備えられていた。ま

た，各世代の若者に慕われ，あらゆる

時代の若者に伝えるべき何かをもって



いた。

そ こで，次号 か らの聖徒の道に は，

この神権時代 の１０人 の予言者 １人 １人

についての記事 を連載 し，今 日の若者

の生 き方 に最 も合 った各予言者の生 き

方 に焦点 をあて る ことにす る。彼 らは

人生 の問題 を苦労 して解決 し，チ ャレ

ンジに立 ち向か って，生 涯を実 りあ る

もの とした。 また多 くの点で，彼 らの

人生 は今 日の我 々の人生 よりも困難 な

もので あった。 なぜ な ら，彼 らはみな

ある意味で はアメ リカ開拓者 の所産 だ

か らで ある。 ブ リガ ム ・ヤング大管長

の時代 に生 まれた ジ ョセ フ ・フィール

デ ィング ・ス ミス大 管長 さえ もそ うで

ある。

彼 らは難難を体験 した。貧 困や労苦

を体験 し，我 々と同様 に試 みに も遭 っ

た。 しか し，彼 らは特別な人 であ り，

神 はまだ若 い内にそれぞれに彼 らの重

要 さを伝 え られた。 神は彼 らの心 とそ

の望みを知 ってお られ， さらに大切 な

ことで あるが，彼 らは神 を知 って いた

ので ある。御子 イエス ・キ リス トは彼

らの生活の中心 とな った。 この ことと

いつ もイエ スを覚え，戒 めを守 りたい

という望み によって，彼 らはやが て地

上 における主の代弁者 とな る資格 を得

た ので ある。

ジ ョセブ ・ス ミスが１４歳 を過 ぎたば

か りの時，す なわち，お となへ の過渡

期で，多 くの問題が引 き続 き生ず る最

もむずか しい年令の時に，御父 と御子

は彼 に現 われた もうた。彼 は御二方 の

前 に立 つように告げ られ，忠 実さを保

っよ うに勧告 された．

ジ ョセブは， どの教会に も加わ らな

いよ うに告 げ られ， その ほかに数 々の

教 えを受けた。嫁 た 「他 に多 くの事を

真実私 に告げた もうたが， この度 はそ

れを誌す ことが できない」 とい う一節

にあ るよ うに他 の事柄を も 告 げ られ

た。若 い頃 に この出来事があ ったので

ジ ョセブは時 と して 「少年予言者」 と

呼ばれ る。 しか し， さ らにその称号 に

注 意を向ける必要が ある。神権 を与 え

られた時， ジ ョセブは２４歳 であった。

それは帰還宣教師や大学卒業者 と同 じ

位 の年令 である。つ まり，彼 は準備す

るよ うに若 い時 に召 されたのであ る。

しか し，時 間と経験 のみが，教会 の評

議 員会 で管理 をす る際に必要 な成長 を

実際に もた らす ので ある。

その年令 で も， そのような召 しに就

くにはジ ョセフは非常に若か った。彼

が教会 の第一 の長老 となったのは２５歳

の時であ り，最初 の大管長会が組織 さ

れた時には，２８回目の誕生 日か ら ３カ

月 も過 ぎて いなか った， ブ リガム ・ヤ

ングは４３歳で主 の代弁者 とな った。ま

た， ジョン ・テイラーか らデ ビ ド ・０

・マ ッケイまで は，大管長は６２歳 か ら

８４歳 の間にその任 に就 き，７９歳 か ら９６

歳 の間に亡 くなって いる。予言者 の平

均寿命 は７９歳で ある。それについて，

スペ ンサー ・Ｗ ・キンボール長老 は語

っている。

「我 々は
，大管長がいつ も高齢者 で

あるように望む。若 い人 は行動的で，

活気が あり，指導 力がある。 しか し，

年 を取 った人には，経験 と神 との長い

間の交通 により，安定感 と強 さと知恵

があ る。」

ジ ョセブ ・ス ミス は珍 し くその例外

であ った。彼 はこの神権 時代 を開 くた

めに神 か ら選 ばれた特別な職 を もつ予

言者 であったか らで ある。

ブ リガム ・ヤング もまた若 い時にそ

の指導 力を買 われ た。彼 は３１歳 で教会

に改宗 し，オ ハイオ州 カー トラン ドに

い る予言者 ジ 』セブ ・ス ミ ス を 訪 れ

た。 ジョセ ブがカー トラン ドの近 くの

森 で木を切 り， それ を運んで いた時に

ブ リガ ムは初 めて ジョセフに会 った。

その晩，特 別な集会 が開かれ， この ２

人が出席 した。 ブ リガム ・ヤング は後

日このよ うに語 った。

「その晩
，少数 の人 々が集 まり，我

々は王国の事柄 につ いて一緒 に話 し合

いま した。彼 （予言者） は私 に祈 るよ

うに言 いま した。す ると，私 は異言に

よって祈 ったのです。祈 り終 えて立 ち

上 が ると， 兄弟たちは彼 のまわりに集

まって，私 に現 わされた異言 の賜 につ

いて彼に意見 を求 めま した。彼 は皆に

それ は純粋 な アダ ムの言葉で あると言

「ア ブラ ハ ム 」 （レン ブ ラ ン ト）

３２」



いま した。 ある兄弟 は彼 に， ブ リガム

兄 弟が持 ってい る賜 を取 り上 げるよう

にみん な望んでい ると言 いま した。す

るとジ ョセブは言 いま した。 「いや，

それ は神の賜です。 ブ リガム ・ヤ ング

兄弟が この教会 を管理す る時が来 るで

しょう。」 この会話 の後半は，私 が席

をはず した時 に交わ されま した。」

このよ うに，主 は１２年前 にその計画

を示 された。主の 目はすでにブ リガム

の上 に注がれてお り，生涯彼 を見守 り

導かれ た。 しか し， ブ リガム ・ヤング

は多 くの教訓 を学 んだ。 その後の１２年

間 は試 しと困難 な問題 に満 ちていた。

しか し，す べては良 い結果に至 ったの

であ る。

ジョン ・テイ ラー も若い時に選ばれ

た。彼 は他 の教会指導 者たち とは別 の

十分 な背景が あった。主 は教会 のほか

の使徒 たちと彼を会わせ る方法 を もっ

て，静か に彼に働 きかけた もうた。若

干ユ６歳 の時， ジ ョン ・テイ ラーは，主

を求め ることに多 くの時間を費 やす よ

うに動か された。 そ して，主が彼 の近

くにお られ ることが しば し ば 示 さ れ

た。 「しば しば独 りの時 に， また時 に

はほかの人 と一緒 の時 でさえ，天使 あ

るいは 自然を超越 した方が奏で るごと

き，美 し く，静かで，妙 なる音楽が私

に聞 こえた」 と，彼 は書 いて いる。

まだ少年 の時，彼 は口にラ ッパを あ

てて国々に福音 のおとずれを伝 えてい

る天 の御使いを見 た。 （この示現 のす

ば らしさは全教会員 に明 らかであ る）

１７歳 の時，彼 はメソジス ト教会の地 方

説教者 とな った。 そ して ある日，友人

とメソジス ト教会 の集会 に出かけた時

アメ リカに行 って宣教 しなければな ら

ない とい う非常に強 い気持 に 駆 ら れ

た。そのほぼ ７年後 の２４歳 の時， テイ
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ラー大管長 はパー レイ ・Ｐ ・プラ ット

の手に より教会 に入 った。パ ーレイは

ジ ョン ・テイ ラーが住んでいた， カナ

ダの トロ ン トへ福音を携えて行 くよ

う特別な啓示 によって召 されたのであ

る。

ウ ィル フォー ド・ウ ッドラフへの知

らせは，教会員で なか った ロバー ト・

メイ ソンという名の親友 か ら与 え られ

た。福音 の回復前に，幾 人かの人 々は

近 づいた回復を知 らせ る数 々の現 われ

を受 けて いた。 ロバ ー ト・メィソ ンも

その １人で ある。彼 はウ ィル フォー ド

・ウ ッ ドラフに， 自分 自身 は神権を持

つ人 々に会 って， その儀式 に与 るまで

は生 きないけれ ども， ウ ィル フォー ド

は 「新 しい王 国の傑 出 した働 き手」 に

な るだろ うと告 げた。 これ は， ウ ィル

フ ォー ド・ウ ッ ドラフが まだ２３歳の時

の ことであ る。 それか ら４年経たない

うちに，ウ ィル フォー ド・ウ ッドラフは

バプテスマの水 に入 った。そ してその

時 か ら，将来 のために彼を備え る無数

のその他 の霊的 な確認が受け られた。

ロレンゾ ・スノーの場合には，主 は

大祝福師で あるジ ョセフ・ス ミス・Ｓｒ．

によって頭上に宣言 された祝福 師の祝

福 の形で話 されたのが初めであ る。 当

時， ロ レンゾは２２歳 であ った。 その祝

福 はす ば らしく，また力強 くわか りや

す いもので ある。

「あなたの時代 に進 み行 く大 いなる

業 にあなた は従事す る。神 は福音を宣

べ る者 としてあなたを召され た。 あな

たは救 い主 の福音 を地 に住 む民 に宣べ

伝えなければな らない。 あ な た は，

〔その経験 に照 らしてみてすば らしい

人であ る〕 ジェ レ ドの兄弟 の信 仰に も

匹敵 す る信仰 を持つで あろう……あな

たに勝 る強 さの人 は地 にいな くなるで

あろ う……病人がひざ掛 けやハ ンカチ

をあなたの もとに送 り，あなたが それ

に触れ ると，その持 ち主 は癒 え るであ

ろ う。 あなたは汚れ た霊 に勝 る力を持

つであろ う。す なわ ち， あなたの命 に

よ り， 闇の力 は退 き，悪 霊は逃 げ去 る

であろ う。機宣 を得 た もので あれば，

あなたの命 によ り死者が蘇生 し， 出で

来 るであろ う……あなた は長寿を保 つ

で あろ う。 あなたの心の活気 は衰 え る

ことな く，体の強 さは保 たれ るであろ

う。」

スノー大管長 の命 は，一度 な らず守

られ た。彼 は長生 き し，８４歳 で大 管長

会 に入 った。主 はその ことを彼 がまだ

若 い内 に祝福師を通 して告 げてお られ

た。彼 のな した準備 は，晩年 の仕事 に

耐 え られ るようにす るための ものであ

った。

スノー大管長 は， ジョセ フ ・Ｆ ・ス

ミスの予言者 としての将来 の召 しを直

接 に予言 した最初 の人 である。 しか し

ス ノー大管長が予言す るず っ と以前か

ら，ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミスの上 に神の

み手が あった ことは明 らかで ある。 ジ

ョセブ ・Ｆ ・ス ミスは叔父の ジ ョセフ

・ス ミスを除いて，予言者の内で最 も

厳 しい訓練 を受 けた人で ある。

わずか１５歳の時に，彼はハ ワイ諸 島

で伝道す るように召 された。 さらにハ

ワイか ら戻 った ９年後 ， ロレンゾ ・ス

ノーおよび その他 の人 々 と共 に，教会

の指導者か らあ る重要 な使命 を受 けて

送 り返 された。島の岸 に向か う途中で

スノー大管長の乗 っていたボー トが転

覆 し，彼 は溺死 したか のよ う に 見 え

た。 しか し，彼 は神権の助 けによって

蘇生 した。 そ して，主が彼 にジ ョセ フ

・Ｆ ・ス ミスはいつか主 の予言者 にな

る ことを示 して くださったと語 った。



これ は，その ことが事実 となる３７年前

の ことであ る。 ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス

は当時２６歳 であ り，主 は彼の将来を心

に掛 けてお られ たのである。

しか し， ヒーバー ・Ｊ ・グラン トほ

どは っき りとその将来を告げ知 らされ

た予言者 はいない。彼 は幼少の頃，た

びたび母親 と一緒 に扶助協会 に出席 し

ていた。 そのようなある日，定例集会

を終 えた後 に， ロ レンゾ ・ス ノー大管

長 の姉 であるエライザ ・Ｒ ・ス ノーが

異言 の賜 によって出席者全員 に祝福 を

与 え， ザィナ・Ｄ・ヤングが通訳 した。

スノ ー姉妹 はまた， ヒーバ ー ・Ｊ ・グ

ラン トがいつか主 の使徒 にな るであろ

うと異言 で予言 した． また別な折 に，

グ ラン ト大管長 の父親 の親友で ある，

ヒーバー ・Ｃ ・キンボール副管長 は，

ヒーバ ー少年 を抱 きあげて椅子 にすわ

らせ，彼 と話 を した。グ ラン ト大管長

の母は，後 に次 のように語 っている。

「あなた も知 ってい るように， あな

たのお父さんはブ リガム ・ヤ ングの副

管長にな りま した。 しか し， あ な た

〔ヒーバー〕 は主 イエス ・キ リス トの

使徒 にな り， あなた 自身のお父さんよ

りも教 会で偉大 な人 とな るで しょう」

と主イエス ・キ リス トのみ名 によ って

予言 されま した。

しか し， グ ラン ト大管長 にとっては

これ らの予言 も， １８８３年 に使徒職 に召

されたす ぐ後 に受 けた示現 に勝 るほ ど

印象的な ものではなか った。彼 はこの

示現で，父親 のジ ェデデ ィア ・グラン

トと予言者 ジ ョセブ ・ス ミスと救 い主 ．

を見た。また， 十二使徒評議員会への

召 しのために啓示 を与 えよ うと決定 さ

れ る場面を も見た。 この時，彼 は２６歳

で あった。

ジ ョージ・アルバ ー ト・ス ミスに告げ

知 らせ るために，主 は再 び祝福師 の祝

福を用い られた。祝福師 がス ミス大管

長の頭 に手を按 いて，祝福 を宣言 した

時， この若者はわずか１４歳 であった。

「…… あなたは シオ ンの子 らの唯中

にあって力強い予言老 とな る で あ ろ

う。 また，主の御使いはあなたに導 き

と恵みを施 し，天の選抜 きの祝福 があ

なた の上 に留 まるであろ う。

あなた は天の示現 に取 り巻 かれ， ま

た外套 のごと くに救 いをま とうで あろ

う。なぜな ら，あなたは主 の前 に力 ある

者 となる定め にあ るか らであ る。 あな

（マホライ．ヤング）たは教会す なわ ち地上における神 の王

国の力強 い使徒 にな るであろ う。 あな

たの父 の家族 はだれ も， あなたが持 つ

以上の神の力を持 たないで あろう。あ

なたに勝 る者 はな くなるで あろう……

また， あなたは ジェレ ドの兄弟の ごと

くに，主の御前 に強 い信仰 ある者 とな

るであろう 〔ロレンゾ ・スノーに与 え

られた約束 に似てい ることに注意〕。

あなたは人生 に満足を見 出すまで地上

に留 まるで あろう。 そ して， あなたは

主 の油注がれ た者 と共に数 え られ， い

と高 き者 に通ず る王 とな り，祭 司 とな

るであろ う……」

この祝福 は， ス ミス大管長の先祖 に

心を向け る時に， さ らに広い視野を与

える。彼の父ジ ョン ・ヘ ン リー ・ス ミ

スは使徒であ り， ジ ョセブ ・Ｆ ・ス ミ

ス大管長の副管長 であった。 また祖父

のジ ョージ ・Ａ ・ス ミス も使徒で あり

ブ リガム ・ヤング大管長 と共 に大管長

会で働いた。 ジョセ ブ ・ス ミス ・Ｓｒ．

の弟で あり，ス ミス大管長 の曾祖父で

あるジ ョン ・ス ミスは，ハイ ラム ・ス

ミスの息子が成長す るまでの数年 間，

大祝福師で あった。 この ことに心 を留

める と，与 え られた祝福 は特 に興 味深

い ものとなる。 「……あなたの父の家

族 はだれ も， あなたが持つ以上 の神 の

力を持 たないで あろう。 あなたに勝 る

者 はな くなるで あろう。」 この言葉 が

ジョージ ・アルバ ー ト・ス ミスに与 え

られたのは，彼が１４歳の時であ ること

に注意 しなさい。 それ はジ ョセ ブ ・ス

ミスが最初 の示現を受 けた年令 と同 じ

であ る。

デ ビ ド・０ ・マ ッケイ も，若 い時に

将来 の責任を告げ知 らされた。宣教師

の時，彼 はホームシ ックにな り，恰然

としていた。 デビ ドは， この人生 の転

換時 に至 って，失意に打 ち負 かされ そ

うであった。 しか し，ある宣教師 の集

会 が開かれた折，特 に主 の 「みた ま」
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が豊かにそそがれ た。伝道部長はその

部 屋に天使 が訪れて いることを認 め，

また予言 のみたまによって若いマ ッケ

イ長老 に語 った。 「デビ ド兄弟， サタ

ンはあなたを麦 のようにふ るいにかけ

ることを願 いま した。 レか し，神 はあ

なたを心 にか けて お られ ます。」 さ ら

に続けた。 「もし信仰を保つな ら，あ

なたはやがて教会 の管理評議 員会 に名

を連 らね るで しょう。」

この言葉 だけで あった 。しか し，若 い

デ ビ ドにとって， これ は遠いが， しか

し大切な 目標 となった。 また この言葉

は２０歳初 めの宣教師へ の予告 としては

十分で あり，彼 を鼓舞 し，失望 した時

の助け とな るに足 りるもので あった．

やがて，他の予言者 と同 じように，彼

は主 の代弁者 に選ばれた。

最後 に， ジ ョセブ ・フ ィールデ ィン
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「パ ウ ロ」 （レン ブ ラ ン ト）

（マ ホ ライ ・ヤ ング）

グ ・ス ミス も，祖父 ハイ ラム ・ス ミス

の息子 であ る大祝福師 ジ ョン ・ス ミス

か ら力強い祝福 師の祝福 を受 けた。

「あなたは シオ ンの子 らの中 に教 え

られ，多 くの ことが期待 され る。 あな

たの名 は小羊の生命 の書 に書かれて お

り， また兄弟た ちと共 に先祖 の記録 に

誌 され るで あろ う。 あなたは健康 に長

寿を全 うす る特権 に与 る。 また主 のみ

旨 により，イス ラエルの中で力 ある者

となるであ ろう……過去 の経験か ら知

恵を得 るな らば，義 のために主 のみ手

が あなたの上 にかつてあ り，現在 ある

こと， また賢い 目的 のために命が守 ら

れて きた ことを認 め るで あろう。 さ ら

に，地上での使命 を完全 に果 たすため

に多 くのなすべ きことが ある こと も認

めるで あろ う。兄弟 たちと評議員会の

座 に着 き， 人々の中 で管理す る義務 を

負 うで あろう。 また，国の内外，地 の

面 と水 の面を問わず，聖 な る務 めをな

す ために多 くの旅をす る責任 に着 くで

あろう。」

６０年 間，我 々の大管長 は忠 実に十二

使徒評議員会の一員 と して働 き，大管

長 の任が与 え られ るまで，予言者 たち

を支持 し助 けて きた。そ してやがて，

大神権 の長，すなわ ち主 の予言者 の職

に着 いた。

これ らの予言者 はそれぞれ多 くの点

で違 ってい る。 また これ が本来 の姿で

ある。 オル ソン ・ホイ ッ トニー長老 け

かつて この ように述 べた。

「… …歴 代の大管長が それぞれ
，そ

の尊 く聖い職 に着 いた他 の人 とあ る点

で違 ってい るのが 当然で ある。 それは

次の理 由による．主のみ業はいつ も進

展 してお り，変化 し続 けてい る。 ただ



㌧， その原臥／二＝ゼでな く，その計両

三手段 と扱 い 忘が愛マりってい るのであ

る． これ らは，薪 しい状況を満た し，

それよ り益 を得 るために変 わ っ て い

る，き ょうはきの うで はな く，あすは

き ょうで はない。主は，賢明に して崇

高な圏的 を達す るために．いつで もみ

業が最 も良 く果たせ るよ うに人 と手段

を備 え られ る。時代が経過す る時 には

いつで もその時代に合った人が備 え ら

れ るであ ろう。」

各予言者 は，教会 の成長 と発展 にそ

れぞれ独 自の力を 願えて きた。そ して

彼 らの在 任中に，敦会 はすば らしい則

進 をな した，予言者 が代るか らすべて

が変わ ると寒 二； うことは，主のみ業

に力を貸す責卒 ある入 々を軽んず るこ

とで三 る，ミ際 二は，主 は特 別な 目的

のプこめに各予言者を選ばれ るので，各

予言者 は在任中 に教会の発展 に容易 に

寄与 し得 るので ある。

ジ ョセ ブ ・ス ミスの時 に，地上 にお

け る神 の王 国の基 と体系が築かれた。

ジ ョセフは救 い主 に教会員の心を向け

させ，歴史中で最 も大切 な将 来の出来

事 である主 の再臨を伝 えた。主 は ジョ

セフを通 じて，主 の再臨 に対 して心を

備 えさせ るために何 をすべ きか民 に告

げ られた。在任中 の！４年間に ジ ョセフ

は この王 国の基 を据 え， 日の栄の原則

に基 づ く都市 を・イリノイ州 ノーヴーに

築 いた。

ブ リガ ム ・ヤングは合衆国西部 に教

会を移 し， シオンの境を広げた。また

キ リス トの王 国を聖徒 たちの心に ある

第一の もの とす るよ う，力 の限 りを尽

くして励 ました。

ジ ョン ・テイ ラーの時には，神権組

織が整 え られた。ステ ーキ部 が従来 よ

り強固 に組織 され，各ステーキ部長 に

「デ ビ ド ・Ｏ ・マ ッ ケ イ 」

より大 きな責任 が課せ られ るようにな

った。不屈 の精神 を持つ テイラー大管

長は，教会 史上最 も困難 な時代に教会

を管理 す るにふ さわ しい人で あった。

当時合衆 国政府 は， ユタ州 と多妻 結婚

の実施 に対 して政治上の抗争を指示 し

た。

公式 宣言 と多妻結婚の中止 によって

町に再 び平和 が戻 った。 また，建築に

４０年を費や したソル トレーク神殿 が完

成 し，霊 的に献身す る時が 再 び 訪 れ

た。神殿事業 と系図事業 に多 くの時間

を費や したウ ィルフォー ド・ウ ッドラ

フは， この時期 に管理す るにふ さわ し

い人であ った。

ロレンゾ ・スノーの在任期間 はわず

か ３年であ る。 しか し， この期間 は世

紀の換わ る大切 な時 であった。法 廷訴

訟 と全国的不況 によって，教会の財政

７ ルビン ・ギティンズ）

は大 きな打撃 を受 けた。 ロ レンゾ ・ス

ノーは在任期 間中，教会 の多 くの財政

問題を解決 す る働 きを した。彼 は， マ

ウン ト・ピスガの小 さな町を財政的に

自立 させて，ブ リガム ・ヤングを驚か

せていた。 またその後， ブ リガム市で

も，社会建設者 としての能力 にヤング

大管長の注意 を向けさせ た． そ してつ

いに彼は， 「天 の窓」 とい う弐会の映

画に描かれてい るよ うに， 什分の一を

復興す る大切な務 めを受 け た の で あ

る。ス ノー大管長 はす ぐれ た社会建設

者以上の人 であった，！支は偉大な先見

の明を持つ人 であ り，最 も教 養あ る．１、

であ った。新 しい世紀の始め にあた っ

て，彼 はキ リス トの定め られた三 き方

に従 って導 かれ る２０世紀 のノ、の可能性

に教会員の目を向 けさせた．

ジ ョセブ ・Ｆ ・ス ミスの時代 は，探
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険 と実験 の時代 と して知 られている、

またその時代 に，本 当の意味 で，現代

の コー リレーシ ョン ・プ ログ ラムの笥

一歩が始 ま
った，家 庭の夕べ． 神権者

の責任，補助組織の確立 が，１９０１年か

ら第一次世界大戦終 了時 の！９１８年まで

の問に行なわれた。

第一次世界大戦後の数年間は困難な

期間であった，酒類製造販売の禁止と

その結果生 じた感情の衝突，および不

況と世界大戦がアメリカで起 こったの

は．ほとんどこの時期であり，しか も

癖 轟
Ｆ戸

「「、１熱 款 繕

ジ ョセ フ ・ Ｆ ・ス ミ ス ．１ （ル イ ス ・ Ｒ ・ラ ム ジ ー １．

教会の数が最 も多い ところ で 起 こ っ

た， ヒーバ ー ・Ｊ ・グ ラン ト、ζ・堅い

意志を もつ人であ り， 当時 の教会 のす

ば らしい指導者であ る、その結 果，福

祉計画 と関連 あるプ ログらムが その時

期 か ら教会で取 り入れ られた 、

籠 二次世界大戦の終結 と共に，教会

員に とって 世界 に出て行 く機会が多 く

、．蠣 彫轡

舞艇

・罫 「∵

ウ ィ ル フ ォ ー ド ・ウ ッ ド ラ フ １

ジ ョ ン ・テ イ ラ ー ： 〔ジ ョ ン ・ク ラ ウ ソ ン 、

「ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー 」 「ジ ョ ン ・ク ラ ウ ソ ン
．

．響

雛

「ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミ ス

Ｃリ ー ・グ リ ー ン ・ リチ ャ ー ズ 、



なった。 そこで教会員は， ジ ョージ ・

アルバ ー ト・ス ミスの時に，教会 の立

場 を明 らか にす るよ うに備 え られた。

ス ミス大管長は，いかなる地 に住んで

い ようとも 「すべての人 は神 の子 ら」

で あるとい う愛 を抱 いて いた。ス ミス

大 管長 は，我 々の受 け嗣 ぎに多大 の関

心 を寄 せ，教会 の史跡を開発す ること

ス ミス大管長が教会の長 に 立 っ て い

る。新 しいステーキ部 が文字通 り地に

散在 し始 め，毎週新 しいプ ログ ラムが

取 り入 れ られて いる。我 々は何千 もの

人 々が教会 に入 って福音 の祝福を享受

す るのを幸せ な気持 ちで見て いる。 し

か し成長 に伴 なう我 々の目標 は，人 々

を救 い主 と１対 １の関係 にする ことで あ

「ヒ ー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト」

によって，非常 に巧 みに過去 を引 き出

した。 また，世 に我 々の状 態を示 すた

めに将来 に も踏み込んだ。

マ ッケイ大管長 は，世界の諸 国を広

く旅 した最初 の使徒で あり，世 界にそ

の道が開かれ る時 に教会を管理 す るに

ふ さわ しい人で あった。 この教 養あ る

上 品な予言者 は，親 しく国の指導者 と

と会い，またど この地の教会員に対 し

て も安 らかな気持 ち と威厳を伝えた。

またデ ビ ド ・０ ・マ ッケイの時代 に教

会 コー リレーシ ョン委員会が設 け られ

神権 プログラムとしてその大 きな仕事

が始 まった。 この マッケイ大管長 は，

実 に学識が あり，キ リス トのよ うな精

神 を もって進む人で あった。

教会 が最 も急激 に発展 してい る現在

（Ｃ・」・フォックス）

る。 これは， よ く祈 り，断食 し，学 ぶ

とい う，個人 の努力 によってのみ達成

で きる。 ス ミス大管長 は救い主の学徒

として，我 々の最前列 に立 ってい る。

彼 は我 々に努力が いつ も必要であ るこ

とを思 い出 させて くれ る。

要 約すれば，各大管長 は各 自の召 し

のためにそれぞれ の訓練を受 けて きた

のであ る。 Ｊ ・ルーベ ン ・クラーク ・

Ｊｒ．副管長 はある時 このよ うに述 べた。

「神 は……昔 のモーセか ら現代 まで
，

かつて召 されたすべ ての人を その民の

頭 にふ さわ し くさせ た もうた。」

次号か らの記 事は， これ らの予言者

の記念 と して載 せ られる もので ある。

そ こで は特 に，彼 らの青少年期，召 し

の備 え，お よび我々が直面す る問題の

「ジョセブ・フィールディング ・スミス」

（リー ・グリーン ・リチ ャーズ）

対処の仕方が強調 される。

準備の期 闇を経験 した大管長た ちの

ように，我 々 １人 １人 も今準備 してい

るのであ る。 これ らの記事を読む人の

中で， この世での使命 を与 え られてい

ない人 は １入 としていない。 あなたた

ちは両親 であ り，日曜学校教 師であ り，

Ｍ ＩＡ役員 であ る。 ホーム ・テ ィーチ

ャーで あり，監督 であ り，扶助協会会

長で あり，初等協会教師で ある。 また

学者で あり，企 業の指導者で あり，科

学者で あり，その他多 くの務 めを もっ

て いる。主 は，祝福 師の祝福や その他

多 くの方法 で，我 々がなれ る者， なる

べ き者，なれば祝福 され る者 となるよ

うに導 きた もう。我 々が みな熱心 に備

え， また これ ら１０人 の予言者が与え ら

れ た使命を果 た したごと くに，各 自の

召 しを果たすよ う祈 る。我々 には予言

者 たちか ら学 ぶ ことが多 い。
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、

「聖 徒 の 道
、 の 目 的

現代 の騒 々 しい混乱 した闘争 の世 の

中 にあって，イエス ・キ リス トの教 え

ほど個人個人に確 固 とした励 みを与 え

る ものはない。 しか し残念 な ことに，

キ リス ト教徒， 非キ リス ト教徒を問わ

ず，世の多 くの人 々はナザ レのイエス

によって説 かれた原則 に少 しも浴 して

いないのである。 ある人 々の中に は，

貧欲，利己主義，暴力，無情 ，羨望，

憎 悪が愛よ りももっと自然で あると示

唆す るよ うな証拠が見受 け られ る。

このよ うな世 の悪を，政治 や社会，

制度のせいにす ることはで きない。問

題 を起 こし，悪 を行 ない，多 くの同胞

に悲惨を招 くのは人間であ る。悪 の力

を縛 る鍵 は，人 間の心の変化 にある。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 こそ

人間の心 の変化 に貢献をなす，今 日世

にあ る唯一 の最 も重要な組織 された力

であ る。

確 かに教会 は単独で善を防御 してい

るわけで はないが，地上 におけ る神 の

権能 を受 けた代表者 と して， イエスの

教 えを聞 き，心を向け るすべての人 々

に救 いを もた らすために天下独歩 の働

きを な してい る。

これはま じめに， その意味 を完全に

理解 した うえでそ う断言 して いるので

ある。教 会員 になっていない人 々，あ

るいは名前 だけが会員で その心は離 れ

てい る入 々に とり， これ は耳 ざわ りの

す るものであろう。排他的で俗物 的な

さらには狂言的 な響 きさえす るよ うで

あるが，事実世界中で ３００万 の人 々の

信仰 を向上 させ る動機づけ となって い

る。 もちろん それだけでは確かか どう

かはわか らない。それは１８２０年 に，少

年予言者 ジ ョセブ ・ス ミスに神が現わ

れたその事実に よって判 明す る。 また

ご 自分 の教会を導 くために召 した人々

に，神 が啓示 を与 え られた ことか らも

それ ははっき りす る。 さ らに，神は今

日この時代 に も御 自分に代 って業 を行

な う人 々と して任命 された予言者 や使

徒 たちに，御 自分のみ こころを示 して

お られ るとい う事実 もその真実性 を証

明す るものである。

現在あなた方 が読 んで いるこの末 日

聖徒イエス ・キ リス ト教会の共通機関

紙 「聖 徒の道」 は， イエ ス ・キ リス ト

の神聖 な使命 を証 し，教会 と世 の人 々

に素朴 なが らも清 いキ リス トの福音 が

回復 され たことを宣 言す るとい う主要

な目的 で出版 され る。

「聖徒の道」の もっとは
っき りした

目的 は何だ ろうか。教会員 にとって，

「聖徒の道
」は どのように真に役 立 っ

て いるだろ うか。教会員でない入 々に

も何か約束 が し七 あるのだろ うか。

これ らの質問 に対す る答えは， １８３２
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膨

年，主が ご自分 の しもべた ちに次のよ

うに戒 め られ た言葉 に表わ さ れ て い

る。

「またわれ汝 らに一つの 試 命 を 与

う。 すなわち汝 ら互 いにこの王国の教

義 を教 ゆべ し。汝 ら熱心 に教え よ……

神の王 国に就 けるすべて の事 は更に完

全に教え らる。 また天 に も地 に も地の

下に も関わ りあ ること， またすでに起

りた ること，今有 ること，近 く必ず起 ら

ん とす ること，また国内に有 る こと，

国外 にあること，また戦争，諸 国民 の

葛藤，地上 に下 る審判，而 して 国々と

王 国 とに就 ける知識な どもまた然 り。」

（教義 と聖約８８：７７－７９）

これで， 「聖徒 の道」があなたが た

に生 涯のいろいろな経験 に関係 ある真

理 と光を もた らそ うとして いる理由が

理解 できるだ ろう。そ して これ は世界

的な見地 でなされてい るのであ る。

キ リス トの教会の会員 にとって 「世

にあ って世 の もの とな らない」た めに

は，深 い知識 と知恵 ，そ して救 い主の

教 えに対す る強 い信仰が要求 され る。

「聖徒 の道」 は
，主 の教会 にあって，

「聖徒 を ととの える」ために活躍す る

雄 々 しい力 の一端で ある。

確 かに， 「聖徒の道」 は現状で は最

優 秀品 というわ けで はない。新 しい記．

事がつけ加え られ，変更がな され，過

去 において もそうで あったよ うに これ

か らもいろいろな方法が取 り入れ られ

るであろ う。 国で出版 された古 い過去

の教会 刊行物 に今 なお執 着 してい る人

々が，心を開いて くれ るように と我 々

は望んでいる。 また我 々の努力に対 す

る建設 的な反応 を願 って いる。 しか し

我 々が最 も願 っている ことは，あなた

方が知識を得 る手段 と して この雑 誌を

利用す るように とい うこ と で あ る。

「されば もしある人 ありて
，精励従順

によりこの世に於 て他 の人 より も一層

勝れた る知識 と英智 とを得 ば未来の世

に於てそれだけ利を得べ し」 （教義 と

聖約１３０：１９）

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会

月刊雑誌

大 管 長 会

ジ ョ セ ブ ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミ ス

ハ ロル ド ・Ｂ ・ リ ー

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

十 二 使 徒 評 議 員 会

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

マ ー ク ・Ｅ ・ ピ ー タ ー セ ン

デ ル バ ー ト ・Ｌ ・ス テ イ プ レ ー

マ リオ ン ・Ｇ ・ ロ ム ニ ー

リ グ ラ ン ド ・リ チ ャ ー ズ

ヒ ュ ー ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン

ハ ワ ー ド ・Ｗ ・ハ ン タ ー

ゴ ー ドン ・Ｂ ・ヒ ン ク レ ー

トー マ ス ・Ｓ ・モ ン ソ ン

ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッ カ ー

マ ー ビン ・ Ｊ ・ア シ ュ ト ン

…鱗 国

愛する ジ ョー ンへ

一今晩
，あなたに小さな茶碗を持って来まし

た。 これを見て勇気を出してほしいのです。

この茶碗は，前は今のようにつやつやときれ

いではありま．せんでした。

はじめに，陶］ゴはこの粘土の茶碗を自信を

持 って入念に㌦しあ．げました。彼にとって，こ

の茶碗は自分の心に感じている美の表現だっ

たに違いありません。だから入念に，苦心 し

て作 りました。その仕事が完成 した時，彼は

自分の作品に誇 りを感じました。

でも彼は，どんなに一生懸命に作 っても，

茶碗は粘土の中の不純物を焼いてしまわない

と，真の美 しさが出ないことを知っていまし

た。彼は身震いしなが ら茶碗を焼きがまに入

れました。多くの茶碗がその熱でこわれてし

まったことをよく承知 していたからです。彼

はじっと辛抱して待ちました。予定の時間が

過ぎた時，彼はかまの中をのぞき込み，茶碗

が無事にあるのを見て喜びました。茶碗はな

んと美しかったことで しょう。

でも，彼の熟練 した目は傷をみつけ，満足

はできませんでした。彼は茶碗をかまに戻し

さらに熱い温度をかけました。彼はまた震え

ながら待ちました。その茶碗が大好きだった

か らです。 ２度目に，茶碗が割れずにあった

のを見た時，彼はどんなにうれしかったでし

ょう。そして粘土がこんなにして洗練されて

いくのを見て，どんなに喜びを感 じたことで

しょう。

しかし彼は，また火にかけなくてはならな

いことを知っていました。彼はこわい気持で

茶碗をさらに高温のかまに入れました。つい

に彼は茶碗を手にとりました。彼は満足で し

た。粘土のみにくさはすっかり焼き去 られ，

茶碗は今まで見たことがなかったような内面

の美を現わしていました。

愛するジョー ン，あなたが人生の炉に焼か

れる時，この小さな茶碗を思い起 こして下さ

い。 「陶工」は，あなたの中の真の美 しさを

ひき出そうとしているだけなのだということ

を，忘れないで下さい。

あなたを愛する母より

弓２９



愛す る兄弟姉妹，乍末 日聖徒であ るこ

とは大 きな責任で ある。神 よ り人に啓

示 された知識程大切 な知識 はない。聖

書の中の次の聖句 を考 えてみた い。

「神 はまた言 われた
，「わわれのかた

ちに，われわれにかたどって人を造 り

……」神は 自分のかたちに人を創造 さ

れ た。すなわち，神のかたちに創造 し，

男 と女 とに創造 された。」（創世 １：２６

－２７）

どの子 も，神の子供 であって，神の

姿，形 に似せて作 られた ことを両親か

ら教え られねばな らない。世間 はこの

真理に飢 えてい る。

神はまた，人 を土 のち りか ら作 られ

た と言われた。．人 の肉体 の創造 と誕生

は神の力の生 きた証拠で あり，人は誰

もそれか ら言 い逃れ ること は で き な

い。人類 が神 のような属性を生成 発展

させ るのを助 けようと，主 は自ら戒 め

を与 え られた。 き ょう （午後）私 は主

の十戒 を読 み， それ について話 そ うと

思 う。下等 な動物 は十戒を知 らず，教

え もしない。私の家に は何 匹かの動物

がいる。 ほとん どの どの被造物 よ りも

色 ど り豊かで きれ いな クジ ャ ク が い

る。 クジャクには主の十戒 は必要が な

い。 それ は下等な動物 だか らで ある
。

十戒 は下等な動物 に与 え られ た もので

はな く，人のたあに，神 の姿，形 に似

せて作 られた人 のために与 え られた も

ので ある。それなのに， ある下等な動

物が示す程 に， ある人 々は十戒 に注 目

しよ うとは しない。

神 は， その子供 であ る人 間に， おの

れの心 と手で作 りあげた偶像や偽 りの

神 を愛 し崇拝 してはな らないと戒め ら

れ，命 じられた。神 は言われた。

「わた しはあなたの神
，主 であって

…あなたはわた しのほかに
， なに もの



を も神 と して はな らない。

あなたは自分のために，刻んだ像 を

造 って はな らない。上 は天 にあるもの

下 は地 にあるもの，また地の下の水の

なか にあ るものの， どんな形を も造 っ

てはな らない。

それにひれ伏 して はな らない。 それ

に仕えて はな らない。 あなたの神，主

であ るわた しは， ねたむ神であ るか ら

わた しを憎 む ものには，父の罪を子 に

報 いて， ３， ４代 に及ぼ し，わた しを

愛 し， わた しの戒めを守 るものには，

恵 みを施 して，千代 に至 るであろ う。」

（出エジプ ト２０：２－ ６）

父親 の皆 さん， もし私 たちが生 ける

神 を愛 さず， この世 のものや楽 しみを

大 いに愛 し興味 を もつな ら，神 は，神

を憎 む ものには，父 の罪を子 に報 いて

３， ４代 に及 ぼされ ると言われた。父

親 の生 け る神 に対す る不敬の結果 は子

孫 に及 び， 同様 に， その愛 と尊敬 の結

果 も子孫 に及ぶ ので ある。

人 が神 を愛す る以上 に，偽 りの神や

この世 の ものを愛 し崇拝す る時， １人

に訪れ る危険や害悪 を，使徒 パ ウロは

ローマの聖徒 たちを戒めて次のよ うに

言 づて いる。

「……彼 らは神を知 っていなが ら
，

神 としてあがめず，感謝 もせず， かえ

ってその思 いはむな しくなり，その無

知 な心 は暗 くなったか らであ る。

彼 らは 自ら知者 と称 しなが ら，愚 か

にな り」

「ゆえに
，神 は，彼 らが心 の欲情に

か られ， 自分のか らだを互 いにはずか

しめて，汚す ままに任 せ られ た。

彼 らは神の真理 を変えて虚偽 と し，

創造者 の代 りに被造物を拝 み， これ に

仕 えたのである幽 （ロマ １ ：２１－２２，

２４－２５）

曳

パウ ロはさらに続 けて，人が作 った

偽 りの教 えを崇拝 し，創造主 よりも被

造 物を愛す る者 の生活 に何が起 こるか

を述べ ている。

「…彼 らは神を認 める ことを正 しい

としなかったので，神 は彼 らを正 しか

らぬ思 いにわた し，なすべか らざる事

をなす に任せ られた。す なわち，彼 ら

は， あ らゆ る不義 と悪 と貧欲 と悪意 と

にあふ れ， ねたみ と殺意 と争 いと詐欺

と悪念 とに満ち，また ざん言 す る者，そ

しる者，神を憎む者 ，不遜 な者，高慢

な者，大言壮語 す る者，悪事 をた くら

む者，親 に逆 らう者 とな り…。」 （ロマ

１：２８－３０）

パウロの時代 にローマの多 くの人 々

の間に存在 したの と同 じ罪悪 が，今 日

も私 たちの回りに満 ち満 ちて い る。多

くの人 が神 を認 めることをせず，親 に

逆 らい，その結果罪を犯 し悪 事をなす

よ う正 しか らざる思 いにわた されて し

まっている。

サタ ンは許 されて，偽 り の 神 を 拝

み，真 の神 の声 に聞 き従お うとしない

すべての人 に力 をふ るってい る。主 は

サタ ンの能 力と影響力 について次のよ

うな大切 な知識 を与 えて くだ さった。

「而 して神 はサタンと成れ り
，実 にあ

らゆ る偽 りの父 なる悪魔 とな りて人 を

欺 きだま し，以てわが声 に聴 き従わぬ

すべての者 を欲す るままに虜 となすな

り。」（モーセ ４ ：４）

神の声を知 りそれ に従 う時に，霊的

に成長 し，神か らの安 らぎを得 られる

のであ る。

イエス ・キ リス トは言われた。 「永

遠の命 とは，唯一 の， まことの神でい

ます あなた と， また， あなたがつかわ

された イエス ・キ リス トとを知 ること

であ ります 。」

第 １４１回半期総大会での説教

神 を知 りイエス ・キ リス トを知 るこ

とは神聖 な知識 であ る。

主 はまた命 じられた。 「あなたは，

あなたの神，主 の名を，みだ りに唱 え

て はな らない。主 は，み名をみだ りに

唱 えるものを，罰 しないでは置か ない

で あろう。」（出エジプ ト２０：？）

イエス ・キ リス トは天父のみ名 をあ

がめ るように と教 えて お られ る。 「…

天 にい ますわれ らの父 よ，御名があが

め られ ますよ うに。」（マタイ ６ ：９）

デピ ッド ・０ ・マ ッケイ大管長 はか

つて こう言 われ’た。 「どの家庭で も神

のみ名を尊 ぶ ことが大切 にされな けれ

ばな らない。教 会員 の家庭 にあっては

決 して神を汚す言葉 が吐かれて はな ら

ない。 …… も し人の心 に更 に崇敬 の念

がわけば，罪 と悲 しみの余地 は少 な く

な り，喜 び と楽 しみの力が増す。

（「人 自 ら己れを知 る」 Ｐ．２９）

ラスキンは こう書いてい る。 「敬度

であ ることは，人 のこの世の生活 で最

も崇 高な状態で ある。敬慶は力を示す

１つの印であ り，不敬 は確 かに弱 さを

示 す ものである。聖 なる物を あざける

者 は高揚 され ることはない。…」（ジョ

ン ・ラスキ ン， 〔１８１９－１９００〕英 国の

美術評 論家，作家）‘

崇高さ と気品 は敬慶が もた らす実な

のである。

主は 自 らその子供 らに，安息 日の大

切 さと神聖 さについて勧告を与えて下

さった。

「安息 日を覚 えて
，これ を聖 とせ よ。

六 日のあいだ働 いて あなたのすべての

わざをせよ。

’七．旦目．はあ兎 たの神，主 の安息 であ

るか ら，なんのわ ざを もしてはな らな

い。あなた もあなたのむす こ，娘， し

，もべ，は しため，家畜， またあなたの

３３１
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門の うちにいる他国 の人 もそ う で あ

る。

主 は六 日のうちに，天 と地 と海 と，

その中 のすべての ものを造 って，七 日

目に休 まれ たか らであ る。 それで主は

安息 日を祝福 して聖 とされた 。」 （出エ

ジプ ト２０：８－ １１）

主 は安息 日を祝福 して聖な るもの と

され，我々が，安息 日を覚 えてそれを

清 く保 つよ う求 めて お られ る。安息 日

は霊的な ことに思 いをめ ぐらし，霊 的

に成長す る日であ り，聖徒 らと会 って

聖餐にあず かる 日で あり，聖なる聖典

に記録 され ている神 のみ言葉を読 む聖

な る日である。

神が聖 とされた ものを敬 わず，安息

日を清 く保つ ことに失敗 す る父親 は，

自分 の子孫 にその罪を及 ぼ す の で あ

る。神が聖 とされた ものを汚す ことは

罪 である。安息 日を清 く保 つ ことは，

人 の魂 に清い力を与 え，神 と神の戒め

へ の愛が増すのである。

主 はまた １つの戒 めを与 え られた。

「あなたの父 と母 を敬 え
。 これ は，あ

なたの神，主 が賜 わる地で，あなたが

長 く生 きるためで ある。」 （出エ ジプ ト

２０：１２）主 は例外を与 えて はお られな

い。父，母 を敬 うことは， あなた 自身

の誕生 と生命 を尊ぶ ことにな る。戒 め

に従 うことは，個人的 な成 長 と永続す

るしあわせ とを もた らして くれ る。

神 は言 われ た。 「あなたは殺 して は

な らない。」（出エ ジプ ト２０：１３）私 た

ちはあ らゆる生 き物を尊 ばねばな らな

い。 ただ楽 しみのために殺 して はな ら

ない。 この世 のあ らゆ る生 き物 は神が

造 られ， この地 に置かれた も の で あ

る。

神 は子供 たちに命 じられた。 「あな

たは姦淫 して はな らない。」（出エジプ

３３２ ・

ト２０：１４）神 は この神聖 な律法 に基づ

いて人を裁かれ る。姦淫 とは，合法的

かつ正 当に結婚 した夫 または妻以外 の

異性 と性的 関係 を もつ ことである。

主は言 われる。 「姦淫をな して悔 い

改めざ る者 は捨て らるべ し。

され ど，姦淫をな した る者誠心を以

て これを悔 い改 め再びな さざる時 はこ

れを赦すべ し。 もしこれを再 びす る者

は，赦 さるることな くして捨 て らるべ

きな り。」（教義 と聖約４２：２４－２６）私

は こう加 えたい。 「捨 て らるべき」 と

は末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会か ら

の破門 という罰を伴 うものであると。

使徒 パウロは言 ってい る。 「まちが

ってはいけない。不品行 な者，偶像を

礼拝す る者，姦淫 をする者，男娼 とな

る者。男色をす る者 ……いずれ も神の

国をつ ぐことはない。」

不品行 （私通）や同性愛を行な う者 は

悪魔 にそそのかされて いるので あり，

それは神 の目に とって は悲 しい罪なの

で ある。不 品行 （私通）や姦淫 は人 が

神のよ うになる可能性を うちこわ し，

下等 な動物 に近 い状態を もた らす。

もう １つの神 の戒 めには 「あなたは

盗んではな らないコ （出エ ジプ ト２０：

１５） とある。什分 の一や他 の捧 げ物 を

神 に正直 に納 める人 は，一般 に同僚 に

も正直 な人で ある。主 は言 われ る。

「人 は神 の物を盗む ことをするだろ う

か。」 （マラキ ３ ：８）私 はそれ に こう

加える。 「人 は仲間の ものを盗む こと

をす るだ ろうか。」 不正直 な心や顔つ

きには，堕落 退歩 とい う烙印が押 さ

れ る。心中深 く正直 さを宿 した人の容

貌 には平安 と しあわせが輝 く。

主 は言われ る。 「あなた は隣人につ

いて，偽証 してはな らない。」 （出エジ

プ ト２０：１６）また 「自分を愛す るよ う

に，あなたの隣 りぺを愛せ よ。」（マタ

イ１９：１９） と。すべての末 日聖徒 は，

人の魂を救 うために召 されてい るので

あって，けな した り， とがめ るために

召 されてい るのではい。隣人 に偽証 を

たて ることは，サタンにそそのか され

て いる行為であ り，心 に不安，憎 しみ

不敬の念を きたす。

主 は言われ る。 「あなたは隣人の家

をむ さぼ ってはな らない。」 （出エジプ

ト２０：１７）

イエ ス ・キ リス トは言 われ る。 「汝

ら互 いに相愛す るよ うに心 がけよ。貧

るなかれ。而 して福音 の命ず る如 く，

互 いに物を頒つよ うになれ 。」（教義 と

聖約８８：１２３） 神 が与 えた もうた十戒

は，今なお，神のよ うな生 き方 の根幹

で あり，神の王 国の福音 の根本を なす

もので ある。家 庭にあって 主 を あ が

め，戒めを守 る生 き方 は， この世の後

に受け る栄光 に関係が ある。 もしすべ

ての人が，十戒 にそって生 きるな ら，

この地上 には， 自：尊心，平和ダ愛， し

あわせがあ るで あろう。

今 日， すべ ての末 日聖徒 にとっての

急務 は神 の王 国の福音 に生 き，それを

教 え ることで ある。聖徒（ｂ皆 さん， あ

なたの光 を輝か し，人が あなたの生 き

方 と良 き業を見て，神をほめたたえる

よ うに しようで はないか。 （マタイ ５

：１６参照）

私 は，神が生 きてま しま し， イエス

・キ リス トは我々の救 い主，仲保者で

あ り，従 うべ き尊 い模範で ある ことを

イエ ス ・キ リス トのみ名 によって証申

し上 げ る。 アーメン。
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私 は旅行で下町 の示チルに泊 まり，

いつ ものように，朝の ランニングを し

ようと思 うと不 自由 さを感 じる。

ところが，人 口およそ ８００万 の ここ

フエ ノス ・アイ レスでは，そのよ うな

悩みはない。我 々は 「アメ リ カ の パ

リ」 と言 われるこの都市の中心部 にあ

るプ ラザホテル に泊 まってい る。

道を はさんで ホテルの向か い側 には

約 ２万平方 メー トル程 の円形 の公園が

が さのように大 きな木が道一杯 におお

いかぶ さってい る。公園のあち こちに

は彫像 があり，芝生が植え られていて

子供 の遊び場 もある。

私 は走 りなが ら， ある大 きな木陰 に

１人の背の高 い男 の姿を見かけた。 そ

の男 は しわだ らけの灰色 の コ ー トを

着，ぶかぶかのズ ボンをはいていた。

首 に色 あせ た緑 のス カーフをまき，風

雨 にさ らされ た大 きな古 い帽子をかぶ

公 園 で の 朝 食
ウ ユ ン デ ル ・Ｊ ・ア シ トユ ン

あ る。ブエ ノス ・アイ レスは， タ・イル

で屋根 をふいた白い壁 の家，広 い並木

道，大 きな泉水， そ して多 くの彫像 を

誇 りに している町 で，約 １５０以上 の公

園があ り， これ もその １つで ある。

そ こで明け方 になると，私は緑色 の

テニス ・シ ューズをひっか け，茶色の

ズ ボンをは き，黄色 のジャケ ッ トをま

とって， この公園を丸 く囲んでい る幅

の広い歩 道を走 るので ある。 この歩道

は， アルゼ ンチ ンの多 くの歩道がそ う

で あるように， コン クリー トでで きて

いて，約 ５センチ平方 の小 さな四角の

もようがつ いてい る。 そ して こうもり

∵

っていた。かたわ らには，大 きな，薄

い青 色を したポ リエチレンの買物包 み

をおいていた。

男は一枚 の紙を手に していて， その

上 には，大 きな黄色のケ ーキか パンの

よ うな ものが のっていた。

私 は ４回公園の まわ りを走 り， その

たびご とにその大 きな木陰 にいる老人

の前 を走 り過 ぎたが，老人 はケーキを

小 さくして， 口にしていた。やがて老

人は，小 さ くしたケ ーキのひときれを

つまんで くだ き，やや斜面 になってい

る草地 に立 って，まわ りに群が って く

る鳩 の群れ にまいてや っていた。

寒 い日であ った。 ブエノス ・アイ レ

スは冬で あった。 しか しその もの静 か

な老人 はただ １人 そ こに立 ち， 自分 の

朝食を公園の鳩 と分 け合 っていたので

ある。私以外 に彼 を見か けた者 はいな

か ったであろ う。 その老人はだれかに

気づかれたいなどとは思 っていなかっ

た。

静かに分か ち合 って始め る １日， そ

れ は何 と素晴 らしいことではなかろう

か。

しわだ らけの服を着たその老人 は，

静 かに， もし我 々が分かち合 うという

行 為で １日を始 めるな ら，毎 日が もっ

ともっとしあわせにな ると語 って くれ

た。

自分 がある人 について耳 に した良 い

ことや，子供た ちについて聞いた良 い

ことを語 ろうとだれかに電話 をす るこ

と。

我 々か ら手紙を も らうだろうなどと

は期待 していない宣教 師や兵役 にある

人 々へ手紙を書 くこと。

庭か ら花をつんで朝 の食卓を飾 り，

家族の朝食に楽 しさを増 して や る こ

と。

真の天父なる神 に感謝を ささげ，我

々の喜びや関心 を分か ち合 うこと。 こ

の ように分かち合 うことは毎朝 の一部

とな る。

朝食 で家族 と素晴 らしい経験 や聖句

を分かち合 うこと。

兄弟の靴 をみが いた り，入れ物一杯

に庭か ら新鮮 ないちごやす ももなどを

摘 んだ りして，思 いが けな く家族 の者

や隣人 に何かを してや ること。

だれか知 ってい る人 に元気 な便 りを

書 き送 ること。

朝露が まだば らの花 をぬ らし，霜 が

まだ草をぬ らしてい る間に，息子や娘

を呼んで一緒 に朝の散歩 をす ること。

ブエノス ・アイ レスの公園の大 きな

木陰 の下 にいて， しわだ らけの服を着

たあの背の高 い老人が して いた ように

公園で鳩 と朝食 を分 け合 うこと……。

分かち合うことは毎朝の大切な日課

である。
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私 は １人 の兄弟を知 っています。彼 は第 ２次大戦 の

折，学徒 として 出陣 し， 日本 は神国で あって， いかな

ることがあろ うとも神は 日本 を守 りたもうと信 じてい

ま した。 しか しこの確信 は敗戦 を通 じて打ち砕 かれ，

今や何に価値 を置 くべ きか全 く混 とんと した状態 に置

かれ ま した。また人 が一生懸命 にな りさえすれば，すな

わ ち善 といわれ るこ とをすれば必ず報われ ると信 じ，

彼は しゃにむに勉学 にいそ しみま した。やがて帝大を

卒業 し，大 企業 に就職 しま した。 けれ ども努力 し， 目

的を果た したに もかかわ らず，彼 の心 はいっこ うに安

らぎをおぼえ ることがあ りませ んで した。 そ して人の

努力以上の何者 かの存在 を求 め，あち らの宗教， こち

らの宗教へ とさ迷 ったのです。 そ して１９５３年 に福岡市

内でモルモ ン教会 の宣教師 に会 いま した。 その瞬間，

ここには何 かがあ．る と感 じ，研究 を始 めま した。やが

てみた まによ りこの教会 が真実であ ることの証 を得，

バプテ スマを受 けたのです。当時，九 州地方 には支部

が １つ しかあ りませ んで した。再三会社 よ り転勤 の勧

めがあったに もかかわ らず彼は頑 と して福 岡か ら離れ

ることを拒 否 しま した。 たとえ，それが名誉 と地位 を

遅 くす るものであ った として も。以来１８年余 り彼 は こ

の真理 につ き従 っています。今や神は彼を祝福 したも

うて，信仰 において も社会的地位 において もゆるぎな

い ものを与え られま した。

彼 は昨年初めて開かれ た南部九州地方部大会 （鹿児

島）で こう証 してい ます。 「これ はまさに画期的 な出

来事であ ります。１８年前私 が この教会 を知 った時，支
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部 はわず か １つ しかあ りませ んで した。 けれ ども，現

在 ４つの支部 と１３の伝道所 を抱 えたすば らしい神の地

とな りま した。私 はいつか この 日が来 ることを知 って

いま した。私 はあ らゆ るものを投 げ出 してもこの道 に

従 うな らば，主 は必ず祝福 した もうことを信 じて いま

した。私 は支 部のない地へ行 けば 自分 が神の前 に どの

よ うにな るか想像 もつ きませんで した。けれ ども私 は

シオンにとどまることによって今大 きな恵 みを受 けて

います。 そ して主 の業 が この九州地方 においてますま

す栄 えるに違 いない ことを今感 じてい ます 。

また この業が その内部において充実 し，やがて私 の

想像 もつ かないほどの発展 を見 るに違 いない と感 じて

います……。私 は，１８年前 には心 の中で小 さ く燃えて

いた光 が， この道 に しっか り取 りつ いて離れない こと

によ り， やがて大 き くな り， これ か らも従順であ る限

り日増 しに大 き くな って全 き光 を得 る こと を 証 し ま

す。」 ヒラマンは息子 たちに， どのよ うに 日々を過 ご

した らよいか教 えてい ます。

「さてわが子 らよ。 お前 たちは神 の御子でキ リス ト

であ る私 らの購 い主 の岩 を基 に しな くてはな らない こ

とを忘れ るな。頃 い主 の岩 を基 にす るな らば，悪魔 が

その大風 を吹かせて柱 のよ うに立つつむ じ風 をま き起

す とき，また悪魔 の電 と暴風雨 とが お前 らを打 つ とき，

悪魔 はお前 らに打 ち勝 って不幸の淵 と永 遠の悲惨 にお

前 たちを ひき落す能 力はない。なぜな らば， お前 らの

立 つ岩 は堅固であ って人 がその上に立 つ と倒れ ること

のできない基であ るか らで ある。」 （ヒラマ ン５：１２）
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日本 伝 道 部 大 会 開 か る
、ズ

今年初 の伝道部大会 が去 る ５，月１３日，１４日， アポ伝

道部長の管理 の もとに，東京第 ２ワー ド部で行 なわれ

ま した。遠 くいわ き，新潟 ，長野，松本 ，浜松等１４の

支 部 と， 日立，諏訪等 ６つの未来 の支部か ら５００余名

の兄弟，姉妹，宣教 師達 が集 ま りま した。

１３日夜 は， ゴールデ ング リーンボール で， 日頃 のＭ

ＩＡで学んだステ ップを実際 にため しま した。 ち ょっ

と恥ずか しが り屋 や，壁 の花が多か った感 じ。で もみ

んな楽 しいひ とときを過 ご し， ステーキ部 の会員のお

宅 に泊めて もらいま した。いつ も伝道部 の兄弟，姉妹

を，暖 か くお迎 え下 さるステーキ部 の兄弟姉 妹に， ま

た ワー ド部 の建物 と施設 を提供 して下 さるワー ド部 の

Ｆ会員 の皆様 に心か ら感謝 しています
。

日曜 日は神権会 と扶 助協会 が朝 ８時１５分 か ら行なわ

れ ま した。神権会 は「神権 の回復 とその意義」とい う題

で，扶助協会 と一般大会 はニーフ ァイ第一書 ３章 ７節

の 「私 は主 が命 じた もうた ことを行 って行 う……」の

テーマの もとに，伝道部長会，地方 部長， その他た く

さんの兄 弟姉妹 の素晴 らしい経験 と証 を聞きま した。

午後 の大会 は， アポ伝道部長の愛 にあふれ る心か ら

のお話 と証で終えま

した。伝道部長は，

会員達を心か ら愛 し

ていること，支部の

兄弟姉妹が教会に出

席 しない時に悲 しく

思 うことを話 され，

そして，指導者を支

持 して，支 部に帰 って もっとよ く主 に仕え るよ う勧告

して下 さい ました。

大会 のあ とは，伝道部補助組織役員達 による指道者

会が あ りま した。 また この大会で は ７人の新 しい長老

が誕生 し， セ ミナ リープ ログ ラムが スタウ ト兄弟 によ

って紹介 され ま した。

この大会 に集 った兄 弟姉妹達 は，主が命 じたも うこ

とには，人 がそれをな しとげるため に，必ず その方法

がそなえて あることに対 する証 と決 心を新 たに し， ま

た１０月 の伝道部大会 の時に逢 うことを約束 して， それ

ぞれ の帰途 につ きました。

アポ姉妹に熱心に耳を傾ける会員達 美しいコーラスグループ （静岡支部）

３３５
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瓢

ト

ユ ー ス ピコ ン フ ァ・レ ン ス
弓

～ 　蝿 の大地に
，槌音 も高 く，主め御 国が着 々と建設 されつつあ ります ことを共 によぢこびたい

と思 います。 ・ 『 ㌧ 迄七 、』

この地において神の御業を果たすべ く召された私たち若慾が・昨年の啓激 も新だに再傘
．して，多 く

を語 り合い友情 の絆 を固 くす ることができるのは，』ゴー改 纏コンプラレンスあ大 き誉意義め １・つです 。 ・

神 の王国の明 日を築 き荷 なう私 たちが今 日， 自 らの手 で創 り運営す るプ ログ ラム，．コー幽ス ．コンフ

ァレンス／ ’

これは，参加するひ とりひとりの手 のぬ くもりと汗による ミ手づ くりミの集会 です。兄弟姉妹 ｉ人

１人 のよろこびや悩 み，一問題や期 待を持 ち寄 って心お きな く交流 し，実 り多い集 ま りに仕上げていた

だ きたいと思 います。
一一　　 一一噸圏一 一論 根 雪が溶 けて音高 く流れ出すよ うに

，各支部伝 道所 のささやかな活 動に，時折 しのび込

む凍てつ くような孤独 も根雪 のような責任 の重 さ も，溢 れ るばか りのよろこび とな って流れ 出す に違

いあ りません。

ｉ爵

卜

１， 期 日 昭 和 ４７年 ８月 １１， １２， １３日

２， 会 場 仙 台 市

３， 主 題 私 と私 た ち の新 しい出 発 の た め に

４， 参 加 費 ８，０００円 （食 費 ・宿 泊 費 ・仙 台 まで の普 通 運 賃 ・バ ス

旅行 を含 む ）、

５， 日 程

８月 １１日 （金）

レ開 会 式 と運 動 会 （１０時 ～ １４時） 於 ・宮 城 野 原 陸 上 競 技 場

レ レセ プ シ ョ ン （晩 餐 会 ） １６時 ～ １７時３０分

レ音楽 祭 （合唱 祭 ， 創 作 発 表 会） １８時 ～２０時 ３０分

レ宿 泊 （全 員 合 宿 制 ）

８月 １２日 （土 ）

レ ワー ク シ ョ ップ （分 科 会 ） ５時 ３０分 ～ ７時 ３０分

議 題 ；① 福 千 年 の青 写 真 ，② リア ホ ナ モ ル モ ン と鉄 の棒 モ ル モ ン

ー 信 仰 の あ り方 をめ ぐ
って一 ，③ マ イ ホー ム型 とマ イ チ ャー チ型

一 安息 日を考 え る一
，，④ モ ル モ ン党 の選 挙 公 約 は ？，⑤ 真 のふ る

さとを訪ねて一系図旅行のすすめ一，⑥学歴偏重に挑戦する一モ

ルモンにとって教育とは？一，⑦兄弟愛から恋愛へ，⑧青春の愛

と孤独一失恋について語ろう一，⑨モルモンの職業観 ⑩結婚の

条件一何がなければならないか ？ 何があってはいけないか ？一

など……Ｑ

レ貸切バス旅行 ９時～１６時

①蔵王エコーラインコース

②平泉中尊寺コース

③山寺立石寺コース

④奥松島大鷹森 コース ‘

⑤金華山牡鹿 コバル トラインコース

（補）松島，仙台名所め ぐりコース

レダンスパーティ １８時～２０時３０分

（家族連れ，層宣教師用にチャップ リン映画を上映します）

８月１３日 （日）

レ神権会，聖餐式証詞会 ９時～１３時３０分

［へ

北海道地方部指導者会開かる

ド

昨年に引き続き，」２度 目の北海道地方部指導者会が開かれ

ま’した。

北海道地方部では，４つの支部のほかに道内の主要な都市

に伝道所ができて発展 していますが，地理的な面 もあり，会

員が地方部大会や特別集会のたびに札幌の地方部センターに

集 うことは大変です。それで年に４回の地方部大会を ３回に

し，春には地方部の指導者会をするようにしております。今

年 も４月２９日の祭 日を利用 してこの会を行ない，遠 く函館，

釧路，北見等の伝道所か ら会員が集いました。前夜か らの合

宿に参加 した兄弟姉妹達 もあり；当日のプログラムは午前中

が全体指導者会 （地方部の目標，教師養成，伝道部か らの指
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導 ）があ り，午後か らは各

組織 に別れて分科会が持 た

れま した。，

また この指導者会のため

に東京 デ ィス トリビュー シ

ョン ・センターか ら松下兄

弟 をお招 き し，教材 やテキ

ス トの活用法等についてお聞きしました。

北海道地方部長

平 野 勝 也
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